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令和8年午年の年頭に当たり、謹んで新年の

ご挨拶を申し上げます。

皆様には、日頃より弊会の事業運営に当たり、

多大なご支援、ご協力をいただいていることに

あらためて感謝申し上げますとともに、本年も

何卒よろしくお願い申し上げます。

さて、昨年を顧みますと、記録的な猛暑と局

地的な豪雨が全国各地を襲い、気象の振れ幅が

例年にも増して大きな一年となりました。国産

小麦についても、北海道で高温と少雨等により

前年をやや下回る生産量となるなど影響が出ま

した。“酷暑日”の連続で地球温暖化の進展に伴

う気象リスクの高まりを肌で感じた年となりま

した。

一方で国内経済は、個人消費やインバウンド

需要の回復、AIなど新分野への投資が下支え

となり、全体として緩やかな改善がみられまし

た。小麦粉・小麦製品については、外食・観光

需要の増加や米価高騰等に押し上げられる形で

底堅く推移しましたが、一昨年来の食料品等を

中心とする物価上昇は国民生活への重い負担と

なっており、小麦粉関連業界にとっても原材料

費やエネルギー・人件費等の負担への対応が重

要な課題となっています。また、原料小麦の8

割を輸入に依存する中で、昨年は幸い世界の小

麦生産量が史上最高を記録する豊作年となり、

国際相場も軟調に推移しました。しかし、異常

気象の頻発化や長引くロシア・ウクライナ戦争、

中東情勢の悪化などの地政学的緊張、米国の保

護主義的な貿易政策への転換など食料の安定確

保を図る上での不安定要因、リスクはむしろ高

まった年であったと言えるでしょう。

こうした中で迎えた令和8年は、食料・農業

をめぐっては、昨年4月に改定された「食料・

農業・農村基本計画」の実現に向けた本格的取

組の年となります。基本計画においては、農業

の構造転換を集中的に推進するとして、小麦に

ついては、国内生産量を109万トン（2023年度）

から137万トン（2030年度）に増加させるとする

意欲的な目標が示され、これと併せて備蓄の保

一般財団法人製粉振興会　理事長

佐藤　秀夫
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管数量拡大の目標も示されたところです。

国産小麦については、生産者、各関係機関の

収量安定化や品質向上の努力により、近年の生

産量は100万トン前後で堅調に推移し、また需

要も拡大してきており、製粉業界にとっても実

需者のニーズに応える上で欠かせないものとな

っています。その流通についても、民間流通制

度が開始から25年以上を経て、需要に見合った

品質、数量の小麦の生産とその円滑な流通の実

現という制度の趣旨は生産者側、実需者側とも

に相当程度浸透しているものと思われます。し

かしながら、昨年秋に実施された令和8年産小

麦の入札結果は、銘柄によって大きな差が生じ、

一部銘柄には落札残が生じるミスマッチの状況

がみられました。こうしたシグナルを踏まえて、

各産地での小麦の生産振興、需要拡大の方策を

産地側と実需者側が率直かつ実効性を持って協

議し、地域ごとに安全かつ高品質な小麦を安定

的に生産・供給できる体制を構築していくこと

により、基本計画の生産量目標の実現も可能に

なると考えられます。小麦の食料システムの中

で川上と川下の結節点に立つ製粉業界は、これ

まで以上に生産者、各関係機関、そして二次加

工業者等の実需者と密接な意思疎通を図り、そ

の責務を全うしていく必要があります。

また、国・県や関係機関には、より高品質で

高収量な品種の育成や生産技術の開発、現場の

技術指導体制の確保、品質管理の行き届いた保

管、流通施設の整備等条件整備の推進が期待さ

れます。

令和9年度に向けて国が進める水田政策の見

直しについても、小麦の生産性向上はもとより、

作付面積の確保・拡大、品質向上に資するもの

となることを併せて期待したいと思います。

貿易をめぐる不確実性が高まる中、外国産小

麦の安定的輸入体制の維持とあいまって、137

万トンという目標の実現に向けて国内小麦産地

を育てていく必要があります。

結びに、弊会はお陰をもちまして本年9月に

設立60周年を迎えます。本年も弊会に託された

使命の下、内閣府より公益的事業として認可を

受けた事業再編に取り組む製粉企業への助成と

製品の安全・安心の確保に取り組む活動への助

成を着実に推進するとともに、製粉講習会・製

粉教室の実施、小麦粉需要拡大等の活動に対す

る助成、地域製粉企業団体への支援など、業界

発展に寄与する活動に邁進してまいります。皆

様には今後とも変わらぬご支援とご協力をお願

い申し上げます。

午年が実り多き一年となりますよう、皆様の

飛躍を心より祈念し、新年のご挨拶とさせてい

ただきます。
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新春を迎えるに当たり、謹んで年頭のご

挨拶を申し上げます。

製粉企業の皆様方におかれましては、日

頃より、小麦粉等の安定供給を通じて、我

が国の食と農業を支えていただいているこ

とに、厚く御礼申し上げます。

昨年の小麦をめぐる状況を振り返ります

と、輸入小麦の政府売渡価格については、

通常のルール通り、直近6か月間の平均買

付価格をベースに算定し、令和7年10月期

は対前期比4.0％の引下げとなる61,010円/

トンとなり、令和5年10月期以来、5期連続

での引下げとなったところです。足元の小

麦の国際相場は落ち着いているものの、為

替相場は不安定に推移しており、買付価格

に影響を与えるこうした数値の動向につい

ては、引き続き注視していく必要がありま

す。

小麦の一人当たり消費量につきまして

は、 昭和49年度以降、 概ね31～33kgで安

定的に推移しておりましたが、ここ数年は

減少ないし横ばいが続いておりました。令

和6年度概算値では32.3kgと、 平成29年度

以来7年振りの増加となりました。

昨年4月には、改正食料・農業・農村基

本法の下で、新たな食料・農業・農村基本

計画を策定し、初動5年間で農業の構造転

換を集中的に推し進めることとしておりま

す。令和12年度までの目標として、食料自

給率を45％とし、KPIとして、国内産小麦

の生産量を137万トンにすることとしまし

た。また、消費・生産・流通における課題

を整理し、解決に向けた施策についても記

載したところです。

令和7年度補正予算においても、 施肥・

防除体系の構築等による生産性向上や増産

のほか、安定供給の確立に向けたストック

年頭所感

農林水産省農産局長

山口　靖
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センター等の再編集約・合理化、調整保管

や生産拡大に伴う課題に対応した物流機能

の確保、国内産小麦を使用した新商品開発

等に対する支援等を措置したところです。

それに加えて、麦を始めとした畑作物の直

接支払交付金（ゲタ対策）の単価改定に当た

っては、生産現場の声に基づき、足元の生

産費高騰を反映した単価としたところで

す。引き続き、国内産小麦の安定供給に向

けた環境づくりに努めてまいります。

需要の8割以上を輸入している小麦にお

いては、海外の小麦輸入国との関係強化も

極めて重要です。同じく基本計画では、「輸

入の安定化」に関する項目が新たに設けら

れ、小麦をはじめとした主要穀物等につい

て、平時から輸入の確保を図るための諸施

策が示されました。そこには、官民の連携

の下、その調達網の強靭化が必要であり、

そのために、「輸入相手国との関係を維持・

強化するための政府間等による食料等の安

定供給等に関する議論を行う枠組みを整

備」する必要性を明記しました。 加えて、

国家貿易により輸入している小麦について

は、「その安定的な運用を引き続き図る」こ

とを明記したところです。

こうした背景を踏まえ、昨年10月には、

アメリカ合衆国小麦連合会と農林水産省農

産局との間で、小麦供給の安定化に係る協

力覚書（MOC）を締結し、ジム・ペルマン

会長、マイケル・スピアー社長に農林水産

省にお越しいただき、私と3名で署名を行

ったところです。

また、 いよいよ来年3月から神奈川県横

浜市で国際園芸博覧会（GREEN×EXPO 

2027）が開催されます。花や緑だけではな

く、食や農もテーマに掲げる本博覧会を盛

り上げていくため、関係者の皆様におかれ

ましては、協賛や来場などへのご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

2026年は午年です。駿馬のごとく、スピ

ード感と力強さをもって必要な政策を進め

るとともに、時には農耕馬のように、粘り

強く着実に、コメや麦をはじめとする我が

国の主要農産物の振興を所管する農産局長

として業務に励んでまいります。

結びに、皆様方の一層のご健勝とご活躍

を心より祈念申し上げるとともに、引き続

きのご理解とご協力をお願い申し上げ、新

年のご挨拶とさせていただきます。
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はじめに

WTO設立からちょうど30年、日本の麦制度

は大きく変貌した。これまでの流れを改めて整

理し、中小製粉団体である全国製粉協議会（全

粉協）のこれまでの対応を振り返りながら、今

後の方向性を考えてみたい。尚、本稿は私自身

の経験に基づいて記したものであるため、主観

的な記述が含まれる点についてご容赦いただけ

れば幸いである。

（1）�WTO農業交渉が日本の麦制度に促した大

転換

1990年代半ばより始まった日本の麦制度改革

の背景には、GATTウルグアイ・ラウンドで合

意され、WTO体制の下で発効した農業協定に

よる国境措置や国家貿易に対する国際的規律の

明確化があった。それを受けて日本は新しい他

国間貿易体制への進展過程で、国内の麦制度を

早急に改変する必要があった。

今、振り返ると、1980年代のレーガン政権・

サッチャー政権が進めた市場重視、自由化の潮

流は、その後に始まったGATTウルグアイ・ラ

ウンドおよびWTO設立と、理念的に軌を一に

するものだったと思う。1985年前後には主要先

進国で金融自由化が相次いで加速しており、ま

さに1980年代から90年代にかけて、規制緩和と

貿易自由化が世界経済の大きな潮流となった。

その潮流は、GATTウルグアイ・ラウンドを

経てWTOという国際的な枠組みの設立につな

がり、日本は麦制度における価格決定の仕組み

や国境措置の透明化などの必要性が指摘され

た。そして議論と検討が進み、輸入小麦の価格

は内外価格差の縮小へと向かい、その後、相場

連動制とSBSの導入、国内産小麦の民間流通制

度への移行など日本の麦政策の大きな転換につ

ながった。

参考：

◦�1979年　サッチャー政権発足（英国の規

制緩和、財政再建路線）

◦�1981年　レーガン政権発足（減税・ 規制

緩和、小さな政府）

◦�1985年前後　世界の先進国で金融自由化

が加速、多様な金融商品が出現

◦�1986～1994年　GATTウルグアイ・ラウ

ンド

◦�1993年 EU単一市場が完成

◦�1995年 WTO発足

WTO農業協定によって国境措置や価格支持

に関する透明性が求められたため、日本はそれ

麦制度改革の30年と全粉協の未来

吉 原 良 一

脚注　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

協同組合 全国製粉協議会（全粉協）：
　1961（昭和36）年設立。2025年12月現在、北海道から沖縄までの全国22の都道府県に所在する43社の中小製粉企業
を会員とする団体
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まで国内物価や財政事情等を考慮して決定して

いた売買差益を「内外価格差」と説明してきた

が、それを「マークアップ」として整理し、政

府売渡価格を「CIF＋マークアップ」として構

造を明確にした。国境措置や価格支持を透明化

する制度改革案は、その後、中小製粉に大きな

衝撃をもって受け止められることになる。

（2）�1980年代半ば以降、ほぼ毎年下がり続ける

小麦粉価格

戦後、政府売渡麦価は年に一度開かれる麦価

審議会の諮問・答申を経て決定された。家計の

安定を考慮し経済事情を見つつ、国内産麦への

財政負担と外国産麦の売買差益との収支に赤字

が生じないように価格を設定するといった国内

事情を基にした「コストプール方式」によって

算定していた。

1986（昭和61）年度以降、輸入小麦の政府売

渡価格は、円高進行とGATT農業交渉の進展を

背景に、内外価格差の縮小を目的として段階的

に引き下げる方向で推移した。当時、内外価格

差の水準はどれ位が適切かという議論が製粉業

界で活発に行われた。円高による小麦粉調製品

や小麦加工食品の輸入増に対する懸念から、製

粉業界全体の要望は内外価格差の縮小であり、

輸入小麦の政府売渡価格は下げていくべきとい

う意見が主だった。

内外価格差（輸入小麦売渡価格の買付価格

比）を詳細に見ると、1986（昭和61）年は3.7倍

と大きかった。その後、円高の進行など諸事情

を反映しつつ、製粉業界が求めていた売渡麦価

下げの要望に沿う形で輸入小麦の政府売渡価格

はほぼ毎年下げられ、2002（平成14）年には、

1.7倍まで縮小した（農林水産省資料、米国産

WWの価格比）。金額でみると、輸入小麦の売

渡価格はこの16年でtあたり78,330円から43,610

円まで下がった。この原料価格の下降により、

小麦粉価格はほぼ毎年下がり続けた。パン・麺・

菓子等の2次加工業者には小麦粉は毎年下がる

ものと受け取られていた。

1985（昭和60）年に東京の電気メーカー（コン

ピュータソフトウェア事業部）から吉原食糧に

入社した私は、製品価格が下がることに驚いた。

1980年代は、大型コンピュータからPCの時代

へ移行する間の過渡期であり、画像データ処理

や、コンピュータネットワークの構築が進んだ

時期で、 現在のITの基礎が作られた10年だ。

また1985年は先進国で金融自由化が加速した年

で日本はバブル経済に向かいつつあったことも

あり、当時の物価上昇の流れの中で、小麦粉の

製品価格が下がることが信じられなかった。い

かに小麦粉価格が一般経済の動きと乖離してい

るのかを実感した。「価格が継続して下がって

いくと、ユーザに商品の価値を低く見られるよ

うになるのではないか」と当時、私は懸念した。

実際、営業担当としてユーザを訪問すると「次

はどれくらい下がるの？」という話から始まる

という具合だった。価格をどれだけ下げられる

かという不毛な競争が始まった。価格が下がる

分、売上水準を確保するため販売量を拡大しよ

うとするため製粉業界で競争が激化していっ

た。

（3）�国家貿易の元で輸入小麦が関税化 ～ 麦制

度改革の始まり

1995（平成7）年、国家貿易の下で輸入小麦が

関税化された。これは麦売却制度改革の始まり

であり、 最初の大きな一歩だった。1994年の

GATTウルグアイラウンド農業合意を受けて、

関税相当量（TE：Tax Equivalent）を支払えば
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誰でも輸入できる道が開かれた。実際には高額

のTEを支払うより、通常の国家貿易で買入さ

れている。当時、関税化への制度変更を受けて、

中小製粉企業の間では「今後、輸入自由化を想

定した麦制度に変わっていくのだろうか？」と

いう漠然とした不安が漂っていた。

（4）「再編推進」の激震

1995（平成7）年、WTO農業交渉が始まると、

いよいよ中小製粉企業にも変化が求められる時

代に入った。1999（平成11）年から3年間の継続

事業として、製粉企業再編整備対策事業が始ま

った。目的は、「中小製粉企業の再編を一層促

進する」と「専増産ふすま工場の一般工場への

移行等を計画的に推進する」だった。特に前者

の目的は、中小製粉企業にはとても厳しい響き

に感じられた。

1999（平成11）年12月8日、全日本製粉協同組

合連合会（2003（平成15）年に解散）に「再編推

進委員会」が設置され中小製粉は自分たち自身

で業界の再編を議論することになり、メンバー

企業に激震が走った。中小製粉の体質強化とし

て求められたのは生産性の向上であり、会議で

は工場稼働率の低さが指摘され、中小製粉工場

の一人当たり挽砕量や、製粉工場の稼働率など

具体的な数値が示された。

言うまでもなく、地方の中小製粉企業はその

地域の需要に見合った規模の生産量で経営して

きた。しかし今後、内外価格差が縮小して輸入

小麦の買入単価が下がれば、小麦粉製品単価も

下がり、売上規模が縮小していくことになる。

利益水準を保つためには生産効率を上げて低コ

スト体質に移行することは常識的な考え方だっ

た。が、言うは易く行うは難し。「生き残れな

いかもしれない」。当時の中小製粉の多くが感

じたのではなかっただろうか。

中小製粉の立場から見ると、当時の再編促進

の議論は効率性、規模の論理に偏り過ぎている

と指摘する向きもあった。議論の場で、いくら

私が地方の中小製粉の役割や必要性の話をして

も、残念ながら殆ど行政側の反応はなかった。

効率性等の数字が前提の議論においては、役割

や必要性という論拠では理論武装が出来ず、議

論にならなかったのだ。その時、私は「中小製

粉産業論」の必要性を痛感した。産業論は大変

難しいテーマだが、今後、全粉協は時間をかけ

てでも自らの経済的役割、社会的役割、地域の

食文化への貢献など幅広く捉えて作り上げてい

くべきものだと思う。おそらくそのことが結果

的に全粉協を正しい方向に導いていくと思う。

さて、俯瞰的に見ると行政が進めようとした

のは、1997（平成9）年10月の全日本製粉協同組

合連合会の会合での私のメモにあるが、農林水

産省担当者の発言「大手製粉と活力ある中小製

粉が我が国製粉業の担い手になるようにした

い」に凝縮されていると今、改めて思う。当時、

早急にやるべきことは、国際相場の理解と小麦

価格変動への適応力の向上であり、財務体質の

改善、ヘッジ思考、情報分析力だった。当時、

私が最も重要なことだと思ったのは「市場で選

ばれ続けるための独自価値の創出」だった。強

い財務体質や外部環境変化に対する適応力な

ど、それらを支える利益の源泉、その根幹は独

自価値を作れるかどうかだと思った。この再編

整備対策事業をきっかけに、中小製粉企業それ

ぞれが今後の生き方を探り始めた。「再編推進」

という言葉に強烈に刺激された全粉協のメンバ

ー企業は行動を開始した。
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（5）全粉協　改革対応特別委員会の設置

2004（平成16）年、全粉協は麦改革対応特別

委員会を設置、2006（平成18）年にかけて麦制

度改革について農林水産省の担当者からその内

容を聞いて意見交換や議論をする会合が頻繁に

行われた。私もメンバーの一人として参加した

が、会議ではWTOでの議論の進捗の概要の報

告や、国際相場を反映するには輸入小麦の年間

の売渡回数を何回に設定するのが適切か、過去

の国際相場のデータを用いていろいろなシミュ

レーションが示され議論された。又、SBS方式

の導入も議論された。従来の国家貿易では実需

者の多様なニーズにきめ細かく対応することに

限界があるということから、コメや飼料用大麦

に既に導入されているSBS方式の導入が検討さ

れた。一般国貿とSBSの併用案について、基幹

銘柄が一物二価となることについてもいろいろ

な意見が交わされた。

全粉協は、農林水産省との会議を通じて

WTO農産物交渉の行く末を探りながら、中小

製粉企業の生き残り策を懸命に探ろうとした。

しばしば会議で喧々諤々の議論が起きた。議論

の中で農林水産省の担当者から「規律の強化」

「護送船団方式からの脱却」という言葉が頻繁

に聞かれた。中でも「今の時代に、輸入原料の

国際相場価格が末端商品に反映されないのはお

かしい」との発言が印象的だったが、まさに麦

制度改革の目的はここにあったと思う。それは

最終的に「相場連動制」に帰結した。

輸入小麦の相場連動制が導入されたのは2007

（平成19）年4月からである。当時の業界新聞で

「1984年以来24年に渡り、ほぼ下がり続けた小

麦価格が反転した」と報道された。値上げとな

る小麦粉価格改定の前には当社の営業部も緊張

した。かつて値上げの交渉などしたことがなか

ったからだ。全粉協のメンバー企業は皆同じく、

ユーザが値上げを受け入れるのかどうかが大き

な懸案事項だった。しかし、蓋を開けると、意

外に全国的にほぼ問題なく小麦粉価格改定は進

んだ。農林水産省が2次加工業界の企業に麦制

度改定の内容と必要性について、よく説明した

ことも大きかったと思う。私は、この相場連動

制が始まった2007年は「小麦粉は安い」から

「小麦粉には価値がある」という“価値”営業が

可能になった画期的な年だと思っている。

その翌年、2008（平成20）年に国際小麦相場

は1.7〜2倍に急騰した。主要生産国の不作によ

る供給逼迫を起点に、輸出規制の連鎖、さらに

投機資金の流入等が重なって発生した複合的な

価格ショックだった。もし、従来の価格年間固

定の標準売渡制度のままであれば、政府の麦勘

定は巨額の赤字となったはずだ。まさに絶妙な

タイミングで事を成したことになる。相場連動

性を仕上げた農林水産省の担当者のご苦労は察

するに余りある。

（6） 中堅幹部の経営会「ADVANCE21」結成

年は少し遡るが、1997（平成9）年2月、麦制

度改革が進む中、全粉協内に経営部会

「ADVANCE21」が結成された。参加メンバー

は代表者の社長ではなく、現場で実務を担当し

ている中堅幹部の会である。

次世代経営者の会でもあり、中小製粉が置か

れている現状について共通認識を持ち、一致団

結しつつ切磋琢磨する必要性を強く感じていた

愛知県の小笠原製粉　小笠原良一氏が結成の中

心になった。初年度の事業報告には「我々業界

を取巻く環境の急変を肌で感じ合い、会員相互

で自由な議論が出来る関係作りに目標を置く」

とあり、その後「麦制度改変、環境変化に関す
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る理解度・見解の統一を目指す」とある。農林

水産省の担当者や分野の専門家を招いてWTO、

国際相場やリスクヘッジに関する勉強会を行

い、輸入麦制度改変がどう決着するのか、それ

に対応すべく今後の経営の方向性の議論が始ま

った。

ADVANCE21の活動は、全国をブロックに

分け、各ブロックから幹事を出し、その中から

代表幹事を選出し、その幹事団が全ての企画と

運営を行った。年に3～4回の講師を設定しての

全体会議、メンバー企業の訪問と意見交換、会

員企業持ち回りの会報の作成等、活発な活動が

行われた。一期3年が終わると幹事団は全員交

代し、若いメンバーもどんどん幹事を担う仕組

みにしていた。ADVANCE21によって、中小

製粉が置かれた環境が若い世代にも伝わり、全

粉協の会員企業に独立独歩の生き方を促す強い

刺激となった。当経営部会は、結成後28年経っ

た今も、代替わりをしながら熱心に活動を続け

ている。

（7）WTOの現在と、今後の国際経済秩序

さて、WTOによって世界経済はどのように

成長してきたのだろうか。2000年から2024年の

間に世界の経済規模（GDP）は、34兆ドルから

110兆ドルと3倍以上に拡大した。これは、中国

を含めて一部の途上国が新興国へと成長したた

めだ。米国のシェアは2000年 30%から2024年 

27%に減少、中国のシェアは2000年 3.5%（2001

年にWTOに加入）から 2024年 16.6%に拡大し

た。2024年の米中のシェアの合計は43%で、

2000年の34%より9%増加し、2国の経済大国の

重みは増している。WTOは確かに世界の経済

規模を拡大した。

しかし現在、米国が多国間枠組みへの関与を

弱め、自国主導の単独主義を強めており、今後

の世界経済は見通し難くなった。もし貿易が二

国間の"力関係"に大きく左右されるようになれ

ば、輸出政策が外交圧力の手段となり、国際商

品相場の激しい変動やWTOルールの弱体化が

進み、国際経済秩序そのものが不安定化するリ

スクが高まる。これらの上に更に気象変動リス

ク、地政学リスクなどが加わることを想定すれ

ば、製粉業界にとって不安定で先行きが、大変

見通しにくい時代に入っていく可能性がある。

（8）中小製粉の今後とAIの可能性

小麦を“挽砕”する製粉工程は一見単純に思

えるかもしれないが、工程の調整は大変に複雑

で、かつ即時対応が必要であり、暗黙知や経験

則といった熟練者の知識資産が随所に組み込ま

れている。

特に製粉は加工対象が穀物のため、地域・年

産・ロットによって品質が変動し、かつ粒の硬

度や水分含有量、調質時間等によって挽き具合

が影響される。また例えばロール機の締まり方

が少しずつ変化したり、気温によって篩抜けが

変わるなど変動要素が多く、人の感覚や経験に

基づく素早い対応、調整が必要である。

これらの現場担当者が培ってきた暗黙知や経

験則を、デジタル知識資産としてデータを体系

化することで生産効率の向上や品質の安定に資

する大きな技術的ポテンシャルが期待できる。

AIが普及する段階にきた今、製粉技術のイノ

ベーションとしての可能性は広がる。ハードウ

ェア（システム）の自動運転という観点とは別

に、例えば工場で蓄積された大量のデータに基

づいて最適な調質や挽砕について技術者に歩留

向上、品質安定、ひいては新製品開発への示唆

を与えることは現実に可能なのではないか。
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AIが製粉技術者の思考や判断を補完し、洞察

や示唆、提案、予測等を通じて質の高い判断を

支援する“知的パートナー”としての活用は直

ぐそこまで来ていると思う。 人間の技術者と

AIとの相互刺激、相乗効果は大きな可能性を

持つ。中小製粉企業の今後の成長に、AI関連

の利活用は欠かせない。問題はどれくらいのコ

ストになるかだ。

（9）地方の製粉企業と地場産小麦

日本の地方では稲作や麦作は生きる糧を得る

ために営々と行われ、田畑と共に生きる暮らし

が世代を超えて続けられてきた。人々の生活圏

の中に田畑がある。これが日本の農業である。

人々の暮らしと米・麦の生産が深く結びついて

きたからこそ、地方の米・麦の食文化が育ちさ

まざまな伝承も生まれた。米国・カナダ・豪州

の輸出志向の大規模農業とは異なるところだ。

中小製粉の多くは地場産小麦を製粉し、地域

のニーズに応える小麦粉製品を開発しながら食

文化の一端を担ってきた。更に広く見れば商工

会議所や社会奉仕団体での活動を通じて地域経

済と共に長い時間を積み重ねてきたという意味

でも、中小製粉と地域との結びつきは深く、か

つ強い。地域社会に支えられた中小製粉企業は、

地域の食の未来を思い描き、その実現に向けて

重要な地域資産でもある地場の小麦を振興して

いく使命がある。全粉協では、メンバー企業間

で地場の小麦粉製品の情報交換と売買が行われ

ていて、全国の多様な品質の小麦粉製品がお互

いに入手可能である。

又、この25年ほど、国内産小麦は育種技術に

よって個性的なたん白質やでん粉特性を持つ小

麦品種が次々に誕生している。これらによって

現在の日本のパン、麺、菓子は多様な食感・食

味を表現できるようになり「日本の食の美味し

さ」を更に豊かにしている。

一方で、輸入小麦と同じ市場で流通し売買さ

れる現在においては、小麦製品としての品質管

理が重要であることは言うまでもない。特にた

ん白量の安定は大変重要であり、小麦生産者に

は施肥管理、肥培管理の充実に向けて更なる努

力が期待される。各地の地場産小麦を製粉して

得られた品質状況を細かく生産者に伝えて、小

麦の品質安定につなげていくのも全粉協の重要

な役割である。

（10）全粉協の未来

1990年代からのWTO農業交渉と麦改革の推

移を見てきて思うことは、中小製粉（全粉協）

も世界の政治・経済の潮流、各国・各地域のい

ろいろな思惑も含めて、いわゆる“時代性”を

察知する敏感な感覚を持っておく必要があると

いうことだ。世界の“時代の潮流”に貿易交渉

は大きく影響される。英米を中心に広がった新

自由主義的政策の流れを背景にGATTウルグア

イラウンドからWTOへと進展した流れは、冷

戦終結後の“グローバル化は不可逆的に進む”

との国際的なコンセンサスの下で制度化され、

世界各国に定着した。しかし、2016年に米国が

TPP離脱を表明したことが象徴的だが、この潮

流は大きく方向を変え、多国間主義の後退と国

家単独主義の台頭が顕在化している。現在、大

国による「貿易政策の武器化」とまで呼ばれる

現象が世界に広まっていて、時代が逆回転を始

めた印象すら持つ。これは新しい世界経済到来

の兆しなのだろうか。近いうちに、その答えの

見極めが企業に求められることになると思う。

今後の世界経済で特に懸念されるのは、気候

変動の進行、カーボンニュートラルへの移行期
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に生じるエネルギー・産業構造の不安定化、世

界の地政学リスクの高まり、そしてAI普及が

もたらす雇用・制度・社会秩序などへの影響だ。

私は国の4つの基本は食糧、エネルギー、軍事、

情報だと考えるが、この4つの全てに不確実性

要因を内包していることになる。製粉産業にも

多大な影響があるだろう。中でも地球温暖化は、

小麦に熱ストレスを与え品質と収量の変化に大

きく影響するし、栽培適地が北へ移動するか拡

大することも考え得る。現実問題として製粉工

場内の高温環境は製粉工程の調整の難しさや製

品品質の変動など大きな負の要因となる。まさ

に、今私たちは次の時代への転換点、いわば時

代の歪みの上に立っているのかもしれない。こ

の転換点を通過した後の世界の眺望はどのよう

なものだろうか。

今後、全粉協は全国の地方に製粉拠点が点在

する企業ネットワークを更に強化して、地場の

小麦と地方の多様な食文化を元に新たな“日本

の食の可能性”を切り拓いていきたい。また、

災害時には地域の食料供給を小麦粉の立場から

下支えするセーフティネットの一翼を担ってい

きたい。

全粉協の特徴の一つに、次世代を担う若い人

た ち が 、企 業 内 だ け で な く 若 手 の 会

「ADVANCE21」や会合を通じて、他社の同世

代・先輩・先達に、様々な分野の経験、製粉技

術、経営に関してや人生観まで、幅広く知り学

ぶことが出来ることが挙げられる。このことは、

全粉協が65年間にわたって全国の中小製粉企業

が知恵と経験を集結する場として存在してきた

ことに起因している。集合知を活かして麦制度

改革の荒波にも対応してきた。それぞれの時代

を通じて培ってきた知恵と経験の価値を全粉協

は内在している。

この価値をどう捉えて未来に向けて活用して

いくのか。それが、これからの全粉協の課題で

あり、可能性でもある。

おわりに

私は25年前、2000年9月の全国製粉協議会の

40周年欧州視察研修（ドイツ、スイス、イタリ

アの製粉会社等の視察）のレポートを製粉振興

会に投稿させて頂きました（「製粉振興」2001年

1月号（No.409号））。当時、日本の麦制度改革

が進行する中、中小製粉産業の先行きに危機感

を持っていた私にとって、EUの製粉産業がど

ういう状況にあるのか大変興味があった視察研

修でした。2000年前後のEUは、小麦を含む穀

物の共通農業政策（CAP）の抜本改革に取り組

んでいて、価格支持制度を市場化へと転換する

ことに苦労していた時期でした。レポートには、

訪問したドイツの小規模の製粉企業が国の政策

転換に対して将来への不安を語ったこと等も書

いています。今もその企業は、地域に根差した

個性的な経営によって事業を発展させていま

す。

丁度25年後に、中小製粉を取り巻く環境の変

化とその対応という同じテーマでの投稿という

ご縁を頂き、ありがとうございました。

（ 全国製粉協議会　会長

（吉原食糧（株）代表取締役））
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パン専門のライターとして全国を取材してい

た私は、2015年、パン職人や小麦生産者ととも

にNPO法人新麦コレクションを立ち上げまし

た。日本の小麦畑からはじまるパンや麺、お菓

子作りのすばらしさを多くの人に知ってほしい

という思いからです。現在はベーカリー中心に

約350軒の会員を擁し、全国22の製粉会社・生

産者と取り組みを行なっています。

新麦コレクションとはなんでしょうか？　今

年穫れた小麦を可能な限り早く製粉した“新

麦”をみんなで味わって収穫のお祝いをするプ

ロジェクトです。ボジョレーヌーボーのように、

各地方ごとに解禁日が定められています。収穫

の早い九州が8月10日解禁、季節が深まるにつ

れ“新麦前線”が北上、北海道は10月20日に解

禁。目的は国産小麦の普及のためであることは

もちろん、季節感を取り入れることで、夏に落

ちこむパンの需要を呼び戻すことも目的のひと

つ。他にも、工業製品のように思われがちな小

麦を、身近にある自然な作物として知ってもら

い、そのことによって農業への関心を呼び起こ

す狙いも込められています。

今年で結成から10年。全国のさまざまな品種

から作られるパンは技術においてもバラエティ

においても大いに進化しました。そんな国産小

麦の現在を、新麦コレクションの活動や取材の

ため、全国のベーカリーと小麦畑を訪れる私の

目線から、お話ししたいと思います。パンのお

話が多いですが、同じく強力小麦から作られる

ラーメンの話もときどき交えます。

国産小麦によるパン（または麺）作りはどの

ように進化してきたでしょう。北海道の「ハル

ユタカ」、九州の「ミナミノカオリ」など硬質品

種の登場によって、それまで日本麺用の品種が

主流だった日本において、国産小麦のパン作り

が広がってきました。

北海道には北海道の小麦の、九州には九州の

小麦の“テロワール”（その土地ならではの風

味）があります。各地方の製粉会社が個性あふ

れる小麦粉を市場に投入、また自ら小麦粉を販

売する生産者も出現。それによって、パン職人、

麺職人たちは、小麦の生産地を訪れるようにな

ったのです。

それまで小麦粉は業者によって厨房に届けら

れるものでした。それが、小麦畑を見て、実り

の風景に心を動かされ、生産者の苦労や季節の

営みに思いを馳せるようになりました。パン作

りが、粉からではなく、小麦畑からはじまるよ

うになったのです。パン職人と生産者が直接出

会うようになったのも大きなことです。小麦は、

野菜や果物とちがって、誰かが精麦、製粉、調

理しなければ食べることができません。多くの

生産者は自ら作った小麦を食べたことがなく、

誰かの「おいしい」という言葉によって苦労を

ねぎらわれることもなかったのです。はじめて

聞く、パン職人の「おいしい」という言葉によ

品種の個性でパン文化は生まれる

池 田 浩 明
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って、生産者は、小麦栽培へのモチベーション

を高め、パン職人（ひいてはその先にいる消費

者）のニーズに応えるようになりました。減農

薬や有機・自然栽培、多品種生産などです。玄

麦で販売し、ベーカリーで自家製粉することに

よって、製粉会社や流通を経ず、直接やりとり

ができるようになったのも、パン職人と小麦畑

の距離を近づけました。

10年前は、国産小麦でパンができるというだ

けで差別化できていた印象ですが、いまや全国

の品種を個性に合わせて使い分けたり、地方の

ベーカリーはご当地小麦からさまざまな特色あ

るパンを作りだすようになりました。パンの技

術の進歩はとどまることをしらず、さまざまな

製法が生まれてきました。大きな方向性として

は、高加水。しっとり感や新食感を表す「もち

もち」や「生」という言葉が市民権を得ました。

日本人が食べるごはんや餅はしっとりもちもち

で、パンに比べて水分を多く含んでいます（パ

ンが小麦粉に対し水分約70％、ごはんは米に対

し約120％）。吸水率80、90％、ときには100％

を超える高加水パンは日本人の嗜好に合ってい

ました。こんなパンを作りやすいのが、低アミ

ロース（デンプンのアミロペクチン比率が高い）

で、もちもちし、吸水も多い北海道の強力品種

でした。

ここからは品種ごとに、その個性を紹介して

いきましょう。NPO法人新麦コレクションと

埼玉県産業技術総合センター北部研究所の共同

で実施した研究により、液体クロマトグラフィ、

ガスクロマトグラフィといった分析機械によっ

て品種ごとの風味成分分析を行ったデータも活

用しながら個性に迫ります。

国産小麦のパン作りにおいて、エポックメイ

キングだったのは、ふっくらしたボリュームの

あるパン作りを国産小麦で可能にした1985年ハ

図1　主要国産パン用小麦品種の高分子量グルテニンサブユニット組成の特徴

資料：井上好文「国産小麦の製パンへの利用に関する手引書」の概要-1」
　　　製粉振興No.634.2025.1より引用
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ルユタカの登場と、その子供、1997年春よ恋の

登場。特に、春よ恋は、品質改良によって製パ

ン性が非常に高い高分子量グルテニンサブユニ

ットの遺伝子型「5＋10型」を持つように育種さ

れました。春よ恋以降、ゆめちからをはじめと

して北海道産のパン用新品種は「5＋10型」を持

ち、北米産と遜色ない製パン性を持つようにな

りました。（図1）

味や香りの面で、国産小麦のおいしさを決定

づけたのが、2003年に登録された北海道産品種

キタノカオリ。誰が食べてもわかるほど甘く、

香りはミルキー。キタノカオリによって国産小

麦の魅力を知ったパン職人たちは、従来製パン

性が判断基準だった粉選びを、香りや品種の個

図2　製パン工程での味成分の変化－遊離糖ー

「国産小麦の製パン工程における味・香り成分の変化」　
NPO法人新麦コレクション　池田　浩明
埼玉県産業技術総合センター　仲島　日出男

図3　国産品種の糊化開始の早さ

「国産小麦の製パン工程における味・香り成分の変化」　
NPO法人新麦コレクション　池田　浩明
埼玉県産業技術総合センター　仲島　日出男

フランスパン用粉（外麦）

温度上昇
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性を重視して行うようになったのです。

私たちの成分分析でも、パンに残る麦芽糖の

量は圧倒的（図2）。キタノカオリといえば、収

穫期に少し雨がふっただけで穂発芽し、低アミ

ロ（粘度が下がり商品価値がなくなる）になっ

てしまうことで、生産者を泣かせてきました。

デンプンが麦芽糖に分解にする酵素アミラーゼ

の活性が高いことが原因でしょう。これはおい

しさと表裏一体。口の中で唾液によってパンが

溶け甘くなることと同じ現象だからです。

私たちがアミログラフで分析したサンプルで

は、他の品種より糊化開始が早いこともわかり

ました。これが、糖が増えることを後押し。オ

ーブンの中で糊化が起きている時間が長く取れ

るため、糖の分解につながるのではないでしょ

うか。紅はるかや安納芋といったさつまいも品

種が甘くなるメカニズムと同様です。（図3）

精白小麦粉では、遊離アミノ酸が少なくなる

こともキタノカオリの特徴（図4）。「旨味の素

といえるアミノ酸が少ないとおいしくなくなる

のでは？」という疑問をお持ちになるかもしれ

ません。たしかに、遊離アミノ酸が多いことを

特長とする品種もありますが、精白されたキタ

ノカオリのおいしさはそれではありません。パ

ン作りにおいて重要なファクターは、焼成のと

きに起こり、クラスト（パンの皮）を形成する

メイラード反応。糖とアミノ酸が結びつく反応

ゆえに、これが起こると、糖を食い潰してしま

い、甘さが消えるのです。キタノカオリの場合、

アミノ酸が少ないので、豊富な麦芽糖がそのま

ま残ります。これは、舌で感じる甘さだけでは

なく、麦芽糖由来の香りマルトールの豊かさに

つながります。焦がしたバターや焼き菓子のよ

うなミルキーさを感じるのはそのためです。

メイラード反応が起きにくいことは同時に、

焦げ臭さなど雑味の少なさをもたらします。こ

れがキタノカオリの甘さ、香りをクリアに表現

することにつながります。

さらに、キタノカオリといえば、粉の黄色さ

が特長。これはカロチノイドの色です。カロチ

図4　製パン工程での味成分の変化－遊離アミノ酸ー

「国産小麦の製パン工程における味・香り成分の変化」　
NPO法人新麦コレクション　池田　浩明
埼玉県産業技術総合センター　仲島　日出男

製粉振興 2026. 1 24

解説



ノイドといえば抗酸化成分。小麦に含まれる脂

肪分の酸化は雑味の原因になります。これを抑

える効果が、クリアな香りを作り出しているの

ではないでしょうか。黄色さはきたほなみや春

よ恋など、北海道品種に共通した特長。どれも

クリアな甘さを特長としているのは、カロチノ

イドの影響もあるのでしょう。

こんなふうに、パンを甘くするさまざまなメ

カニズムがキタノカオリに集中したことは奇跡

と表現しても過言ではないでしょう。前述した

ように、栽培のむずかしさで生産者さんにご迷

惑をおかけしていますが、その努力は決して無

駄ではないと私は思っています。

「5＋10型」を持っていることから、さまざま

なパンを作ることができるのも魅力です。はち

みつやきび糖などを入れた高加水の食パンから

長時間発酵で甘さを強調したバゲットまで。ま

た、ハンガリーから導入されたキタノカオリの

父親は「GK Szemes」という小麦品種であり、

祖先にライ麦を持ちます。その影響で、「グル

テンの凝集力」が極めて弱く、伸びのあるやわ

らかな生地になります。この特徴を活かせるの

は、電動ミキサーのように強い力を加えること

のない、「手ごね」製法。このため、キタノカ

オリを使ったチャバタやリュスティックを「手

ごね」で作るレシピが全国に広がっていきまし

た。今日も全国のベーカリーや家庭で手ごねの

チャバタが作られています。

ハルユタカは、今年で品種登録から40周年。

国産小麦のパン作りはここからはじまりまし

た。いまはむしろ、ラーメンの世界で伝説的な

品種になっています。“ラーメンの鬼”といわ

れた「支那そばや」佐野実さんが愛した品種。

佐野イズムを受け継ぐ自家製麺のラーメン店で

いまも大切に使われています。スープがクリア

で上品なラーメンによく合います。

なんといっても特長はしなやかさでしょう。

1CWよりやや低めのタンパク値、約11.5％はラ

ーメンにうってつけ。しかも、デンプンは「や

や低アミロース」でもっちりして、つるみがあ

ります。さらに、グルテンの凝集力も「適度に

低い」であり、伸びがありやわらかです。これ

らの特長は、同じ春まき硬質小麦である春よ恋

と似ています。しかし、春よ恋の場合、前述の

高分子量グルテニンサブユニット「5＋10型」が

入って強固なグルテンができるのに比べ、ハル

ユタカには入っていません。これは一見してマ

イナスに思えますが、逆にいえばやわらかな麺

を作る上で好都合ではないでしょうか。噛み応

えを要求されるつけ麺に使う太麺に、超強力小

麦であるゆめちからが使われるのと、真逆だと

いえるでしょう。

高分子量グルテニンサブユニットに「5＋10

型」が入っているかどうかは、国産小麦のカテ

ゴリーを大きく2つに分けるものです。「5＋10

型」があるのは、前述したように、育種技術が

進化した春よ恋以降の強力品種。春よ恋、はる

きらりなどの春まき品種、ゆめちから、キタノ

カオリの秋まき品種など、北海道で先行しまし

た。近年は、関東のゆめかおり、愛知のゆめあ

かり、西日本のはる風ふわり、九州のさちかお

りなど本州・九州でも登場。「5＋10型」が入っ

ている新品種はボリュームを出す上で好都合で

すが、あえてそうでない「5＋10型」以前の品種

を選び、グルテンを弱め、歯切れや口溶けをよ

くする選択肢もあります。

「5＋10型」はグルテンの質の問題であり本来

香りは無関係ですが、「5＋10型」が入っている
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ような新しい品種と、それ以前の品種では、香

りにおいても差がある印象です。「古めの品種

は香りが強い」はパン職人からよく聞く言葉。

たとえばホクシンは、きたほなみの登場によっ

て、北海道の奨励品種から外れ、表舞台から消

えました。しかし、バゲットなどハード系パン

にこだわりをもつ全国のパン職人からの熱烈な

支持により、十勝のアグリシステム社が復活さ

せました。私たちの分析によると、飛び抜けた

遊離アミノ酸量があります。これがメイラード

反応由来の物質を豊富に作り出すため、醤油を

焦がしたような香りの皮になります。あるいは

ほのかに香るのは、昆布のような香り。実際、

ホクシンからは昆布の旨味成分であるグルタミ

ン酸が多く出ていることが分析でわかりまし

た。

新しい品種の場合、製粉性を改善するため、

胚乳部の割合が大きくなっています。このこと

は香り成分やアミノ酸が多いアリューロン層の

割合を小さくし、香りを少なくしている可能性

があります。「古めの品種は香りが強い」はこ

うしたことが一因かもしれません。

ニシノカオリも“古めの品種”に属するでし

ょう。2002年に登録された、温暖地（九州など）

向けの最初のパン用品種で、「5＋10型」を持っ

ていません。もともと九州で育種された小麦で

したが、タンパク量が高いわりに製パン性がよ

くなかったこともあり、ミナミノカオリに押さ

れ、九州ではあまり栽培されなくなりました。

いま主産地は、九州と緯度が近い三重県に移っ

て、地元の平和製粉が販売する小麦粉が全国の

パン屋さんに根強い支持を受けています。

はじめは製パン性の弱さゆえに使い手が現れ

なかったといいます。ところが、平和製粉の粘

り強い営業努力によって、 有名パン職人から

「バゲットにすごく向いている」という評価を

得て、じわじわと広まるようになりました。「国

産小麦はもちもちする」（北海道産強力品種が

「やや低アミロース」のため）という評価が定ま

っており、パン職人はバゲットに向いた国産品

種をかねてから探しており、そこに通常アミロ

ースであるニシノカオリがフィットしました。

たしかにたんぱく量としては高いのですが、

グルテニン／グリアジン比率が、グリアジンに

寄っていて、弾力はないが、伸びはいい。強さ

がないためボリュームは出ないのですが、バゲ

ットにしたときの皮がぱりぱりで、ものすごく

歯切れがいいのです。

特に高灰分の小麦粉において遊離アミノ酸量

が豊富で、メイラード反応で出るメチルピラジ

ン（パンの香ばしさの元になる物質）の量がひ

じょうに多いという分析結果です。（図5）この

ため、フランス産小麦で作られたバゲットに特

徴的なアーモンドやヘーゼルナッツのような香

りがとても強く出ます。国産小麦でありながら、

フランス産小麦に迫るバゲットへの適性を見せ

ているのです。

北海道産強力品種がやや低アミロースであ

り、一方九州の強力品種ミナミノカオリ、ニシ

ノカオリは通常アミロースである。このことも、

国産小麦が北海道産に偏らず、それぞれ個性的

であることに貢献しています。（図6）

ミナミノカオリは登録こそ2006年と比較的後

になりますが、「5＋10型」の入ってないという

意味では“古めの品種”。 九州のパン用品種と

して地元のベーカリーや麺屋さんに支持される

だけでなく、北海道産小麦が過度にもちもちし

てしまわないように中和するためのブレンド用
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図6　澱粉のアミロース含量、ワキシ遺伝子型、品種例

資料：井上好文「国産小麦の製パンへの利用に関する手引書」の概要-2」
　　　製粉振興No.635.2025.3より引用

（ロースト香、ポップコーン）

図5　ニシノカオリの加熱香気成分

「国産小麦の製パン工程における味・香り成分の変化」　
NPO法人新麦コレクション　池田　浩明
埼玉県産業技術総合センター　仲島　日出男

（ナッツ、トースト香、焦げの香り）（ロースト香、ポップコーン）
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としても全国で使われてきました。

さらに近年では、新たな用途で使う人が増え

ています。それは、アメリカ西海岸に発し全世

界へと波及したサワードウムーブメント（高加

水、高温焼成や若めの発酵度合いを特徴とする

自家培養発酵種のハード系パン）の日本での広

がりと関連しています。ミナミノカオリは、タ

ンパク量が春よ恋より1％程度低い、ハード系

向きの10.5～11.5％程度。また、通常アミロー

スのためもちもちしません。それだけでなく、

ミナミノカオリを使うと風味にコクやパンチが

出て、カンパーニュやサワードウらしく素朴に

仕上がるのです。

その理由は脂肪酸化成分であるアルデヒドが

豊富なこと。生地の仕込みで、小麦粉に水を加

えた瞬間から発生しはじめます。ミナミノカオ

リにはアルデヒドの一種デカジエナールやヘク

サナールが豊富。ナッツや穀物のような香りに

なりますが、成分の量によって香りの感じ方が

変わり、少量では青草のような香り。時間が経

って酸化してくると、嫌な匂いになってきます。

古くなった天ぷら油の匂いが代表です。（図7）

そのため、アルデヒドの香りを立たせるには、

フレッシュミル（挽きたての粉を供給する製粉

所）が有効です。ミナミノカオリの製粉会社と

して、挽きたてをユーザーに送る福岡県八女市

の梅野製粉、田中製粉に注目が集まっているの

は偶然ではないでしょう。筑後平野は古来から

小麦の生産が盛ん。両社とも100年以上の歴史

があり、石臼による小ロットの製粉を特徴とし

たフレッシュミルの先駆け。両社があったから

こそ、ミナミノカオリの個性がより知られるこ

とになりました。

石臼挽きでフレッシュな状態のミナミノカオ

「国産小麦の製パン工程における味・香り成分の変化」　
NPO法人新麦コレクション　池田　浩明
埼玉県産業技術総合センター　仲島　日出男

図7　小麦由来成分アルデヒド
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リにはお茶のような香りがあります。デカジエ

ナールやヘクサナールに由来するものです。八

女といえば八女茶の産地ですから、少しできす

ぎな感じもします。

近年、梅野製粉、田中製粉のような、地産地

消を目的としたフレッシュミル、ローカルミル

（地域に軸足を置いた小ロットの製粉所）が立

ち上がり、注目を集めています。ですが、全体

として、小さな製粉会社はなくなっていく流れ

です。地域の原料を使い、地元に顧客網を持つ

いわば“粉挽き小屋”は、地方の小麦カルチャ

ーを保存、発展させていく上で重要な存在。大

切にしたいものです。

ミナミノカオリと同じく、農林61号も、胚芽

やふすまなどに含まれる油脂分が酸化してでき

るアルデヒドが豊かです。リポキシゲナーゼと

いう脂肪酸化酵素の活性が農林61号は強いため

です（このロジックは、ミナミノカオリなど古

めの品種において香りが強くなる原因ではない

でしょうか）。農林61号は“地粉の香り”が強い

と言われます。埼玉では長年、武蔵野うどんと

して、農林61号を食してきました。地粉の香り

は人々の記憶の中に染み付いています。新品種

さとのそらに置き換わり、農林61号は奨励品種

から外れました。ですが、原料がさとのそらに

替わった麺用粉を、一部のうどん屋さんは受け

入れなかったといいます。

パンの世界でも農林61号がいま再評価されて

います。春よ恋などのパン用品種が日本で広ま

る前、国産小麦といえばこの品種。「天然酵母」

を謳うような、自家培養発酵種を使用する自然

派志向のベーカリーで多く使われていました

が、ボリュームが出づらく野暮ったいイメージ

でした。ところが近年、香りの強さやインパク

トが評価され、トップシェフに選ばれるように

なってきたのです。

農林61号を栽培しているのは、農薬・化学肥

料を使用しない環境保全型農業の生産者が多い

です。理由のひとつは、農林61号の“古さ”に

あります。登録年は1944。当時は、農薬・化学

肥料を前提とした育種ではなかったでしょう。

そのため、農薬・化学肥料不使用の栽培に合う

のです。

ちなみに、こうした品種のことをアメリカで

は「ヘリテージグレイン」（穀物遺産）と呼び、

貴重な遺伝資源として重視しているそうです。

スペルト小麦や古代品種だと、栽培や精麦がむ

ずかしかったり、収量が少なすぎたり。ほどよ

いグルテン量が、消化にいいという評価もある

そうです。

農林61号のもつ脂肪酸化酵素の強さは双刃の

剣。フレッシュなうちは青草やゴマのような香

りですが、製粉から時間が経てば、穀物臭と受

け取られます。農林61号の特徴を活かすにはフ

レッシュミルが有効です。

私が代表を務めるパンラボ合同会社では、農

薬・化学肥料不使用の農林61号を仕入れ、挽き

たてのまま地域のベーカリーに届けるフレッシ

ュミル・ローカルミルの全粒粉（商品名「61 

SIXTY-ONE」）を販売しています。原料を買っ

ているのは、埼玉県小川町の下里ゆうき、とき

がわ町のTOFUといった有機生産者。環境保全

型農業をまわすことにも一役買っています。収

穫前には、ユーザーであるパン屋さんが、圃場

に集まります。雑草取りをして、農薬不使用の

小麦栽培を体験してもらったり、生産者も含め

昼食をともにとり、みんなで持ち寄った農林61

号のパンを食べたり、交流したりしています。
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この記事では、2000年代初頭までに登録され

た“古めの品種”をあえて選んで書いてきまし

た。もちろん、高分子量グルテンサブユニット

「5＋10型」を搭載した新品種が、国産小麦のパ

ン作りを大きく進化させたことは論をまちませ

ん。ただ、個性という点で、それ以外の品種も

負けてはいません。あふれる品種が日本各地に

あり、品種特有の食感や香りを奏でることは、

「みんなちがってみんないい」という楽しい世

界観を作り上げています。

パン職人たちは、前述したような“ちょっと

パンが作りにくい”品種＝地粉と格闘し、個性

を活かしたパンを生みだし、消費者にも支持さ

れ、地域独自の食文化を作り出してきました。

海外であれば、1CWやDNSのように「銘柄」に

よって流通するケースが多いでしょう。品種を

珍重するカルチャーは「コシヒカリ」「あきたこ

まち」のちがいを愛おしむ米食文化からきてい

ると思われます。それは、日本人特有の心性、

自然を愛するアミニズム的精神性に由来するの

かもしれません。さまざまな品種が共存、それ

を基にパンや麺を作る文化は世界に誇るべき食

文化、職人文化だと思っています。

もちろん、同じ品種を作りつづけることが、

小麦の病気を起こりやすくし、収量を低下させ

たり、あるいは流通上の弊害になっていること

は憂慮すべきでしょう。個性ある新品種は真に

望まれています。たとえば、それまで南部小麦

の反収が100キロ強にとどまっていた生産者が、

もち姫に品種が変わったことで、3倍強の収量

を得て、よろこんでおられるケースも見ました。

もち姫の主産地・岩手県紫波町は「もち姫の郷」

として町おこしも行っています。育種や製粉は、

生産者を助け、日本人の食を支えるすばらしい

仕事です。

いま、新品種と古めの品種が多数共存するこ

とで、新展開が見えてきています。たとえば、

九州の新品種はる風ふわり。「5＋10型」が入り、

高タンパクとあいまって名前の通りふわりと伸

びたパンが作れますが、風味としては軽くなる

傾向があります。一方、先述したミナミノカオ

リの雑味は、いかにも南国のぎらぎらした陽光

を浴びた感じがして、九州の小麦畑の風景を想

起させるものです。両者をブレンドすることで、

九州産らしい風味と、垢抜けて、誰でも食べや

すい軽さを両立させたパンを作ることができる

でしょう。

南北に長くさまざまな気候・風土がある日本

列島。各地域にさまざまな品種があるのに応じ

て、その土地その土地に小麦文化があり、育種

家、生産者、製粉会社、飲食店が、個性的なト

ライアルを繰り広げる。そんな楽しいカルチャ

ーを守り育て上げることが、日本の小麦への愛

着や誇りを培うのではないか。私はそんなこと

を思いながら今日も新麦コレクションの活動を

つづけています。

（ パンラボ合同会社
NPO法人新麦コレクション理事長 ）
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京都の「あんかけうどん」

京都のあんかけうどんベスト3にあげたいの

は、卵でとじた「けいらん」。東京でいえば「お

かめ」のような具材をのせた「のっぺい」。そし

て外せないのが「たぬき」です。

ベースになるのは、ゆでたうどん、つゆはだ

し汁にうすくちしょうゆ、みりんなどを合わせ

て煮立て、片栗粉（または葛）に水を加え、と

ろみをつけたものを用います。

「けいらん」は、とろみをつけたつゆをつくり、

ゆでたうどんは水気をきって器に入れる。卵の

白身をきり、黄身とよく混ぜてからつゆにまわ

し入れ、ふんわり卵が浮き上ったところで、う

どん上にかけて、おろししょうがをのせます。

「のっぺい」は、とろみをつけたつゆをつくり、

ゆでたうどんは水気をきって器に入れる。その

上に、かまぼこ、卵焼き、湯葉に彩りのよい飾

り麩、干ししいたけ煮をのせてつゆをかけ、三

つ葉を添えます。

関西圏で「しっぽく」がありますが、これは

長崎の卓袱（しっぽく）料理の中のめん料理に

由来しているようです。この「しっぽく」をあ

んかけにしたのが「のっぺい」になります。な

ぜ「のっぺい」と呼ぶのかというと、「しっぽく」

は別名（関東圏でいう）「おかめ」。 これにとろ

みのついたつゆをかけると、具が沈み込んで『の

っぺらぼう』になるところから、「のっぺい」の

名があるようです。

複雑なのが「たぬき」。 つゆをつくり、 刻ん

だ油揚げに、刻みねぎ（九条ねぎ）を合わせて

火を通し、とろみをつけ、ゆでたうどんは水気

をきり、具材とつゆをうどんの上にかけて、お

ろししょうがをのせます。油揚げは甘い汁のし

み込んだものを「きつね」と呼び、細く刻んで

ねぎとつゆをさっと煮た （つゆをあんかけにし

ない）ものは、「刻みきつね」と呼ばれています。

あまくちの「ねじ」「あまねじ」

埼玉の「ねじ」は、短いうどんをらせん状に

ねじったところから「ねじ」の名があります。

小豆に水を加えてやわらかくなるまで煮て、

砂糖と塩少々を加え、小豆あんをつくります。

小麦粉に水と塩を加えてこね、短いうどんをつ

くり、これをらせん状にねじる。できあがった

「ねじ」はゆでて、小豆あんで和えます。

田舎汁粉（小豆の粒を残した汁粉）に「ねじ」

を加えたものは「小豆ぼうとう」と呼ばれてい

ます。

群馬の「あまねじ（あまだんご）」は、小豆で

田舎汁粉をつくる。小麦粉に水を加えて練り生

小麦粉のある風景

ひらの　あさか

寒い日にしみる味わい
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地をつくる。これをひと口大の団子状にしてす

いとんをつくり、煮立てた田舎汁粉に加えて火

を通す。地域によって「あまねじ」「あまだんご」

と呼び名があるようです。

そうめんを使った汁物

宮城の「おくずがけ」は、 白石温麺（しろい

しうーめん）、豆麩、野菜を入れた汁物です。

里芋、にんじんはいちょう切り、ごぼうはさ

さがきに、干ししいたけは、もどして細く切る。

ささげ（さやいんげん）はゆでて斜め切りに。

豆腐はさいの目切り、油揚げは細切りに。糸こ

んにゃくはゆでて3cm長さに切る。豆麩は水で

もどして絞っておく。鍋にだし汁としいたけの

もどし汁、野菜を入れてやわらかく煮る。油揚

げ、豆腐、糸こんにゃく、豆麩を加え、しょう

ゆ、塩で味を調え、半分に折った温麺を加え、

水溶き片栗粉でとろみをつける。器に移して、

ゆでたささげをちらす。

「白石温麺」は、 宮城県白石市発祥の油を使

わないそうめん。小麦粉と塩水を原料として、

乾燥させて仕上げるシンプルなめんで9cmと短

いめんが特徴です。

今からおよそ400年前、白石の城下町に住む

青年が、胃腸の弱い父親のために、よい食べ物

はないかと探していたところ、旅の僧から油を

使わないめんの製法を聞き、つくって父親に食

べさせたところ、体調を回復したといいます。

この孝行話に感銘を受けた白石城主は、「人を

思いやる温かい心を持つめん」という意味を込

め「温麺（うーめん）」と名づけたそうです。

奈良の「にゅうめん」は、そうめんを使った

温かい汁めんです。干ししいたけはもどしても

どし汁でしいたけを煮て、しょうゆ、みりんで

味をつける。だし汁に酒またはみりん、うすく

ちしょうゆ、塩少々でかけつゆをつくり、薄く

切ったかまぼこを加えて軽く煮る。

ゆでたそうめんは流水でもみ込み、水気をよ

くきっておき、器に移してつゆ、かまぼこ、し

いたけ煮をのせ、好みで三つ葉を添える。

そうめん発祥の地として親しまれている奈良

県桜井市三輪。小麦粉生地に油を塗って、細くの

ばす製法は、鎌倉時代に中国から伝わり、室町

時代にはほぼ完成していたといわれています。

やっぱり食べたい「鍋焼きうどん」

冬にからだの温まる代表的なめんといえば

「鍋焼きうどん」。 江戸末期頃には上方（大阪）

に屋台の夜売りがあったといわれていますが、

「鍋焼きうどん」が含まれていたかどうかは正

確には分かっていません。下って、明治初期に

大阪から東京に伝わり大流行したそうです。基

本的には小ぶりの土鍋に、だし汁、みりん、し

ょうゆを合わせたつゆに、ゆであげたうどん、

えびの天ぷら、かまぼこ、麩、しいたけ煮、鶏

肉、長ねぎ、青菜、そして卵を加えて煮込みま

す。えび天のころもが、ほろほろくずれても、

おいしいものです。

� （食文家）

参考文献

うちの郷土料理　農林水産省ホームページ
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〇新たな「食料・農業・農村基本計画」が策定
　2024年に改正された食料・農業・農村基本法に基づき、新たな「食料・農業・
農村基本計画」が策定され、国内産小麦の生産量目標は2030年度で現行対
比3割増の137万トン。

〇食料自給率（カロリーベース）は38％、小麦は16％
　令和6年度の食料自給率（カロリーベース）は、主食用米消費量の増加等の
プラス要因と、小麦、大豆等の生産量の減少によるマイナス要因により、
前年度並みの38％。金額ベースは64％に上昇。

〇2025/26年度の世界の小麦生産量は過去最高見込み。期末在庫も前年から増加
　アメリカ、カナダ、豪州など小麦の主要生産国で生産量が増加見込みであ
ることから、世界の小麦生産量は過去最高となる見込み。生産量が消費量
を上回り、期末在庫も前年から増加する見込み。

〇令和7年産の国内産小麦の収穫量は102万トン、令和8年産の需給は6年連
続のミスマッチ

　令和7年産国内産小麦の収穫量は前年並みの102万トン（▲1％）。令和8年産
の入札結果は、落札残が22千トン発生。平均落札価格は基準価格比＋6.4％。

〇輸入小麦の政府売渡価格はルール通り改定
　輸入小麦の政府売渡価格は、4月期（▲4.6％）、10月期（▲4.0％）ともに、相
場連動制の基本ルールに基づき改定され、5期連続の引き下げ。

〇米価の高騰と備蓄米の放出
　2024年の令和の米騒動の発生以降、米価高騰が継続。農林水産省は主食用
等に備蓄米を放出。今後の水田政策の在り方議論が進行中。

〇アメリカで第2次トランプ政権（1月）、日本では高市政権（10月）が発足
　米国の追加関税の実施・変更等により世界経済に大きな混乱と影響。日本
の政権の枠組みは自民党と日本維新の会の連立体制。

〇地政学的リスクが高まる中、農林水産省とアメリカ合衆国小麦連合会が
MOCを締結

　長引くロシア・ウクライナ戦争や中東情勢悪化等の地政学的リスクが顕在
化する中、輸入小麦の安定確保のため、農林水産省農産局とアメリカ合衆
国小麦連合会との間で「米国から日本への小麦供給の安定化に関する協力
覚書（MOC）」を締結。

〇改正物流効率化法や食料システム法など業界と関わりが深い制度が順次施行
　改正物流効率化法が4月1日に施行され、荷主・物流事業者に対して物流効
率化のための取組を行うことが義務化。また、適正な価格形成を図るため
の食料システム法が成立し、食品産業の持続的発展を支援する計画認定制
度が10月1日に施行。

〇円安を背景とした物価の高騰、インバウンド需要の増加
　円安を背景とした石油や輸入製品等諸資材の価格上昇及び人件費の上昇に
よる物価高騰が継続。一方、1～11月の累計で訪日外国人客数は3,907万人
となり、過去最高を更新。

製粉産業をめぐる2025年10大ニュース
（1月編集委員会選定）
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業界ニュース
★2025年度米国産小麦品質報告会開催される
米国小麦連合会（USWA）主催の2025年度米
国産小麦品質報告会が11月17日に東京會舘で開
催された。
＜需給関係＞

2025／26シーズンの世界の小麦生産量は、米
国、カナダ、豪州、アルゼンチン、EU、ロシ
アなどの生産国で増産が見込まれ、前年より増
加し829百万トンと見込まれている。消費量も
前年より増加し819百万トンと予想され、生産
量と消費量は過去最高となる見込みである。ま
た、生産量が消費量を上回る見通しとなった。
非輸出国である中国の数値を除いた消費量に対
する在庫率は22％（前年20％）となり、今まで
下降基調であったが反転する見込みとなる。
米国では小麦の作付面積が前年より減少した

（対前年▲1.5％）が、栽培環境が概ね良好であ
ったことから、生産量を前年と同様の53.9百万
トン（前年53.9百万トン）と見込んでいる。輸
出量は前年より増加し24.5百万トン（前年22.5
百万トン）と予想している。期末在庫は前年よ
り増加し24.5百万トン（前年23.1百万トン）とな
る見込みである。
� （USDA 2025/11/14発表のデータによる）
＜春小麦（HRS）＞

作付面積は382万haで前年より4.6％減少し、
生産量は12.5百万トン（前年13.7百万トン）と前
年より減少した。冬と春の気温が平年より高め
であったため、作付けは早めに始まった。作付
け時は広範囲に乾燥しており、収穫時まで平年
よりも乾燥した状態が続いた。収穫は7月下旬
に始まり、降水や湿度によりやや遅れたが、9
月初旬にほぼ終了した。収量は多くの地域で予
想よりも良好であった。

品質面では、前年より硝子率が70％（前年78
％）と低下し、過去5年平均を9％下回った。水
分値は11.6％（前年11.6％）と同等であった。
容積重は80.9kg/hl（前年79.8kg/hl）とやや上昇
し、千粒重は33.8g（前年30.0g）と上昇した。蛋
白値は14.5％（前年14.4％）とほぼ同等であっ
た。テストミル粉では、ファリノグラフの吸水
率は上昇し、ピークタイムとスタビリティーは
低下した。製パン試験では、吸水率とパン体積
が上昇した。
＜冬小麦（HRW）＞

作付面積は955万haで前年とほぼ同等であっ
た。生産量は、21.9百万トン（前年21.0百万トン）
と2年連続の豊作であった。生育初期に降水が
あり順調に生育した。ほぼ全域で安定した降雨
により収量が維持された。生育後期の高温と乾
燥した気候により作物の生育が進み、収穫が早
まった。
品質面では、前年より水分値が11.0％（前年
9.5％）と上昇した。蛋白値は12.3％（前年11.3
％）と上昇し、過去5年平均（12.1％）をやや上
回った。容積重は79.9kg/hl（前年81.9kg/hl）、
千粒重は30.8g（前年31.1g）といずれも低下し
た。フォーリングナンバーは上昇した。テスト
ミル粉のファリノグラフの吸水率はやや低下
し、スタビリティーは上昇した。製パン性につ
いては、前年に比べ吸水率が上昇しパン体積が
低下した。
＜白小麦（ソフト・ホワイト、ホワイト・クラブ）＞

作付面積は246万haで前年と同等であった。
生産量は7.7百万トン（前年7.5百万トン）と前年
より増加した。冬期の作付け条件は昨年より大
幅に改善し、十分な水分があり作物は順調に生
育した。冬期の水分と穏やかな気温が休眠後の
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生育を支えた。春の作付けは、良好な土壌水分
で始まり、雨と涼しい天候に恵まれた。収穫は
平年と同時期で、収量は前年並みないしそれ以
上となった。
品質面では、ソフトホワイトの千粒重は前年
とほぼ同等であった。蛋白値はソフトホワイト
が9.9％（前年9.2％）、ホワイトクラブが9.8％（前
年9.5％）と前年より上昇した。スポンジケーキ
試験の体積では、前年よりソフトホワイトはや
や低下し、ホワイトクラブは上昇した。全体的
に最終製品の品質は良好であった。
（注）蛋白値は水分12％ベースである。

★2025年産カナダ産新麦報告会開催される
カナダ穀物協会（Cereals Canada）主催の

2025年産新麦報告会が12月1日にコンラッド東
京ホテルで開催された。
＜需給および作柄について＞

2025／26シーズンの世界の小麦生産量は前年
より増加し830百万トン（前年799百万トン）と
なる。消費量は819百万トン（前年809百万トン）
が見込まれ、生産量が消費量を上回ることから、
期末在庫が前年より増加し275百万トンとなる
ことが見込まれる。
世界のデュラム小麦の生産量は、37.3百万ト
ン（前年36.5百万トン）と前年よりも増加する
見込みである。消費量は前年より増加し36.5百
万トンとなるが、生産量が消費量を上回り期末
在庫は8.0百万トン（前年6.8百万トン）となる見
込みである。
カナダ西部での春小麦の播種は、暖かく乾燥
した天候により、平均以上のペースで進んだ。
大平原地域では春から夏にかけて降雨が不均一
で、成育条件が変動した。一方、夏の気温がや
や低く、広範囲にわたる降雨により全体的に収
量が良好であった。収量は、デュラム小麦以外
の小麦とデュラム小麦の両方で5年平均を上回

った。
カナダの小麦全体の生産量は36.6百万トン

（前年比＋1.9％）と前年より増加し、うちデュ
ラム小麦の生産量は6.5百万トン（前年比＋2.4
％）と増加した。世界におけるデュラム小麦の
輸出量は8.6百万トンで、うちカナダ産のデュ
ラム小麦が54％を占めると予想される。
（International Grains Council 2025年11月のデ
ータによる。）
＜春小麦（CWRS）＞

CWRSの格付けはNo.1が73.2％、No.2を合わ
せると90.8％と、良好な作柄であった。西部地
域のNo.1 CWRSの品質は、前年より容積重と
千粒重は上昇した。 フォーリングナンバーは
400秒を超え健全性を示した。蛋白値は13.8％
（前年14.0％）とやや低下した。テストミル60％
粉の試験では、前年よりファリノグラフの吸水
率は上昇し、スタビリティーは低下した。また、
エクステンソグラフの結果は、前年と同様の生
地の伸展性を示した。中種法による製パン試験
では、前年より吸水率はやや上昇し、比容積は
上昇したが、パンの総合評点は低下した。
＜デュラム小麦（CWAD）＞

デュラム小麦の格付けは、No.1が21％（前年
45％）と前年より大きく低下し、No.2と合わせ
て44％であった。格付けが下がった理由として
は、黒変、穂発芽、うどんこ病、赤カビ病など
が挙げられる。No.1 CWADの品質は、前年よ
り容積重と硝子率は上昇し、千粒重は大きく上
昇した。蛋白値は14.2％（前年14.7％）とやや
低下し、灰分は1.60％（前年1.52％）とやや上
昇した。スパゲッティ試験では、茹で麺が硬く
なった。色相では明度が上昇したが黄色みが低
下した。
（注）蛋白値は水分13.5％ベースである。
� 【製粉協会・平尾】
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★2025第9回全日本パンフェスティバルin浜

松　＜全日本親子パンフェスタin浜松＞

2025年11月22日23日に静岡県浜松市の「アク

トシティ浜松」にて、パン食普及協議会（盛田

淳夫会長）および全日本パン協同組合連合会

（桑野龍一会長）主催の2025第9回全日本パンフ

ェスティバルin浜松を開催いたしました。2日

間で1万5千人を超える皆様がご来場され盛大な

催し物となりました。

オープニングには農林水産省の野添食品製造

課長をはじめ静岡県・浜松市や商工会議所会頭

など多くの方々のご来賓挨拶を頂戴しました。

子ども食堂へのパンの贈呈式（11団体、日本パ

ン工業会会員等から約1,300個贈呈）も行い華々

しい開会式でした。

メインの催しは「親子パン教室」で一昨年の

新潟に引き続き開催しました。4,000名弱の応

募があり、残念ながら全員を受け入れられず、

抽選で3,000人（新潟開催の2倍の参加者）の規模

で行いました。

まずは、コックコートに着替え、手洗いから

初めました。まるで姿はプロの職人さんです。

次に専門学校の生徒さんらからパン作りの説明

を受け、子供たちの歓声とともに初めてのパン

生地（静岡県産小麦使用）を触り、麺棒やカー

ド（生地をすくったり、カットする道具）と格

闘し試行錯誤し、レーズンで動物パンの目を作

ったり、メロンクリームを包み「亀のパン」な

どを成形しパン作りを体験いたしました。どん

なパンが出来るか不安がいっぱいでスタッフに

パンを渡し、ホイロ・焼成してもらいました。

約1時間後、自分が作ったパンを見ると目を輝

かした喜びの表情は忘れられない光景でした。

子供たちにとって一生の思い出となったことと

想像いたします。

今回、スタッフは将来のパンに係わる専門学

校生や製パンメーカー、製粉会社など原材料メ

ーカーなど多くの業界から派遣して頂きまし

た。また機械メーカーにはミキサーをはじめオ

ーブンなどのご協力を頂きました。深く御礼申

し上げます。

開会式・盛田会長（左）桑野会長（右） パンの贈呈式
浜松市社会福祉協議会 宇佐美課長（右）
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また、NHKの朝ドラの「あんぱん」にあやか

り、「ぱん食い競走協会」と一緒になってギネ

ス世界記録を狙え「最大のぱん食い競走」と題

して大規模な「ぱん食い競走」を実施しました

（パンは日本パン工業会会員が提供）。小さなお

子さんからご年配の方々も参加し、大いに楽し

んでいました。世界陸上メダリストの為末選手、

あんぱん発祥の銀座木村家の木村社長も参加さ

れ、運動会のテーマソング「天国と地獄」とと

もに大変な盛り上がりでした。

日本パン工業会のブースでは会員の製品PR

やキャラクターを紹介し子供たちとの交流を深

めました。また、パン、小麦粉や小豆の紹介パ

ンフレット配布等を行うとともに、フィンラン

ド発祥の「親子モルック投げ」のゲームが行わ

れました。子供だけでなく親御さんも一緒にな

って楽しんでイベントを大いに盛りあげまし

た。

この他には全国の有名パン店約100店舗が勢

ぞろいし、人・人・人の大行列で、パン好きな

方々がこんなに大勢いらっしゃると実感し、感

無量でした。

最後に閉会式です。 ぱん食い競走は目標の

2,000名に届きませんでしたが、1,432名の参加

があり、ギネス世界記録を達成し、その認証書

が、盛大な拍手の中メダリスト為末選手にギネ

ス認定委員から授与され、有終の美を飾りまし

た。

結びに、このようなイベントが成功裏に終了

したのも、多くの関係者、団体、企業からの物

資・人的なご支援、ご協力の賜物です。また、

地元静岡県の企業・組合、行政、専門学校生な

ど大勢のご協力のお陰です。改めて心より御礼

申し上げ、報告とさせていただきます。

� 【全日本パン協同組合連合会　鈴木】

アンニ・トラバリー認定員、為末会長 閉会式・認定達成の記念撮影

パンの製作工程 パンの受け取り ぱん食い競争
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★令和7年度全国麦作共励会各賞受賞者の

ご紹介

一般社団法人全国農業協同組合中央会及び一

般社団法人全国米麦改良協会の主催による令和

7年度全国麦作共励会中央審査委員会が令和7年

12月23日（火）に開催され、以下のとおり農林

水産大臣賞をはじめ各賞受賞者が決定されまし

た。

この共励会は、国内産麦の生産性及び品質の

向上並びに流通の合理化を推進する観点から、

生産技術の向上あるいは経営改善の面から、創

意工夫がみられ、先進的で他の模範となる麦作

農家及び麦作集団を表彰し、その功績を広く紹

介するものです。

なお、各賞を授与するための令和7年度麦作

共励会中央表彰式は令和8年3月2日（月）に東京

都内で開催が予定されています。

令和7年度全国麦作共励会各賞受賞者
1．農家の部

賞　　　名 受 賞 者 名 住　　　所

農 林 水 産 大 臣 賞 三　矢　浩　隆 愛知県西尾市

全国米麦改良協会会長賞

越　智　貴　則 愛媛県西条市

森　　　英　幸
森　　　康　裕

福岡県鞍手郡鞍手町

全国農業協同組合中央会会長賞 泉　田　和　昭 北海道河東郡上士幌町

全国農業協同組合連合会
経 営 管 理 委 員 会 会 長 賞

杉　山　善　昭
（有限会社山善農園）

茨城県筑西市

日 本 農 業 新 聞 会 長 賞
佐　藤　瑛　彦

（株式会社エス・ティエフ）
宮城県登米市

2．集団の部

賞　　　名 受 賞 者 名 住　　　所

農 林 水 産 大 臣 賞 江別市畑作生産部会 北海道江別市

全国米麦改良協会会長賞 該当なし －

全国農業協同組合中央会会長賞
農事組合法人
西生来営農組合

滋賀県近江八幡市

全国農業協同組合連合会
経 営 管 理 委 員 会 会 長 賞

農事組合法人
つねもち

福岡県筑後市

日 本 農 業 新 聞 会 長 賞
有限会社

クリエートファーム松任
石川県白山市

※ 敬称省略
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恵まれたアルゼンチン（過去
最高の2,350万トン）、オース
トラリア、カザフスタンでの
良好な生産を受け、過去最高
の8億3,036万トン（前年度比
3.9％増）と予測。消費量もア
ジア諸国での増加により過去
最高の8億1,927万トン（同1.3
％増）、 うち食用は5億7,120
万トン（同2.2％増）に達する
と予測。貿易量は、世界的な
供給過剰と食用需要の拡大に
よるアフリカ及びアジア全域
での輸入増加を受けて2億834
万トン（同6.1％増）と予測。
主要輸出国の輸出量が増加す

る中、カナダはオーストラリ
アとの競争激化により、ロシ
ア及びウクライナは内陸部の
物流問題と継続的な戦争状態
により、それぞれ前年度比で
減少と予測。期末在庫量は、
主要輸出国では8年ぶりの高
水準の7,292万トン（同24.8％
増）となるが、他の地域での
在庫量減少を受けて、過去5
年間平均と同水準の2億7,513
万トン（同4.2％増） と予測

［表1～3］。
�（IGC/GMR571　2025.11.20）

国際穀物理事会（IGC）、穀

物市場レポート（2025年11

月）を発表

2025/26年度の世界の小麦
生産量は、EU 諸国における
生産回復に加え、気候条件に

（1）Archer Daniels Midland

（ADM）社、 中央製粉研究所

をオープン

ADM社は、イリノイ州
Decaturにある同社の特殊製
造施設内に新しい中央製粉研
究所をオープンした。本研究
所は北米にある31のADM関
連施設をサポートする。
（Baking Business ,com　
2025.10.15）

（2）希少な遺伝子の発見により

小麦生産量が増加する可能性

メリーランド大学の研究チ
ームが1つの花につき3つの子
房を成長させる小麦の遺伝子

を発見。この多子房小麦の
DNAを通常の小麦と比較し
た結果、通常は休眠状態にあ
る遺伝子WUSCHEL-D1が活
性化していることがわかっ
た。この遺伝的トリックを制
御又は模倣できれば粒数が多
い新しい小麦品種を開発でき
る可能性がある。
（World-Grain.com　2025.10.�
20）

（3）Mennel Milling（MM）社、

Mondelez International（MI）

社の製粉工場買収を完了

MM社は、MI社がオハイ
オ州Toledoに所有する製粉
工場の買収を完了したと発
表。同工場の製粉能力は軟質
小麦粉1,814トン/日で、本買

収によりMM社の総製粉能力
は4,903トン/日に増加し、ア
メリカで第4位の製粉企業と
なった。同社の製粉工場はオ
ハイオ州に4工場、イリノイ
州、ミシガン州、ノースカロ
ライナ州、バージニア州にそ
れぞれ1工場ある。
（Baking Business .com　
2025.11.3）

（4）Ardent Mills社が2製粉工

場の閉鎖を予定

同社は、ネブラスカ州Omaha
の2工場のうち、1890年建設
のOmaha North製粉工場（製
粉能力318トン/日）と、ペン
シルベニア州の3工場のうち、
1831年建設のYork工場（同
263トン/日）を2026年1月初

　　　　世界

海外短信海外短信

　　　　アメリカ

製粉振興 2026. 139



海外短信

旬までに閉鎖すると発表。両
製粉工場の閉鎖後、同社の製
粉工場数はアメリカで28、カ
ナダで3となる。同社はこれ
までもルイジアナ州、ジョー
ジア州、ミネソタ州、オハイ
オ州、ペンシルベニア州、ネ
ブラスカ州の6製粉工場を閉
鎖し、フロリダ州Tampaの製
粉工場は新工場に建て替え、
現在、コロラド州Commerce 
Cityの製粉工場の更新と拡張
工事を進めている。
（Baking Business .com　
2025.11.4）

（5）Star of the West Milling

社が低炭素排出小麦粉を発売

ミシガン州Frankenmuth
に拠点を置く同社によれば、
10月下旬に発売した低炭素排
出小麦粉の排出量（二酸化炭
素換算）は473kg/トンで、平
均的な小麦粉の879㎏/トンよ
りも46％減となる。排出量が
少ない理由は、生産者との直
接協力による天水栽培、不耕
起栽培、土壌検査による適正
な施肥などとしている。
（World-Grain.com　2025.11.�
6）

（6）Sosland Publishing社、

“Grain & Mil l ing Annual 

2026”（GMA2026）を発行

GMA2026には、北米穀物
メジャーの貯蔵能力、アメリ
カの小麦粉生産状況、製粉企
業上位20社及び州別製粉工場
数と日産能力、カナダの製粉
工場数と日産能力等を掲載

［表4～10］。
（Grain & Milling Annual 
2026）

（7）Star of the West Milling

社、ミシガン州Quincyの製

粉工場閉鎖へ

同社は、施設の老朽化と比
較的小規模な生産能力により
操業維持が困難になったとし
て、1979年に買収したQuincy
工場（1863年建設）を閉鎖す
ると発表。同工場の生産分は
インディアナ州Ligonierとミ
シガン州Frankenmuthの工
場に移管される。最近近代化
されたLigonier工場の製粉能
力は日産907トン（軟質小麦
粉453トン、軟質小麦と硬質
小麦の混合小麦粉227トン、
病原菌抑制小麦粉227トン）。
同 社 は 他 に オ ハ イ オ 州
Willard（556トン）、ニューヨ

ーク州Frankenmuth （336ト
ン）、Churchville （254トン） 
の3工場を運営。Quincy工場
の閉鎖により、同社の日産製
粉能力は計2,053トンに低下
し、Bartlett Milling社（2,087
トン）に次ぐ北米第10位とな
る。
（World-Grain.com　2025.11.�
18）

（8）アメリカ農務省経済調査

局（USDA/ERS）、“Wheat 

Outlook”（2025年12月）を発

表

アメリカの2025/26年度の
小麦生産量は、作付面積は減
少したものの、単収が過去最
高を記録したことから5,401
万トン（前年度比0.3％増）と
2年度連続の高水準と予測。
国内消費量は3,141万トン（同
0.5％増）、輸出量は2,449万ト
ン（同8.9％増）、期末在庫量
は2,452万トン（同5.9％増）と
予測。豊富な供給量により、
平均農場価格は5.00ドル/ブ
ッシェル（前年度5.52ドル）
に低下［表11～12］。
（ USDA / E R S  “ W h e a t 
Outlook”　2025.12.11）

Al Ain Mills社が新工場建設

を発表

Al Hazaa Inves tment 
Group（ヨルダン）傘下で2010
年にAjmanで設立された同

社は、アブダビ投資庁と連携
したEthmar International 
Holding社と提携し、アブダ
ビに製粉施設を建設する計画

　　　　�アラブ首長国
連邦（UAE）
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アルゼンチンの小麦需給予測

（アメリカ農務省海外農業局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量

は、冬季の良好な降雨により
過去最高の2,450万トン（前年
度比32.2％増）と予測。収穫
面積は650万ha（同2.4％増）、
単収は過去10年平均より約25
％高い3.77トン/haで、 品質
は平均的と見込まれる。供給

量の増加に伴い、輸出量は
1,450万トン（同15.1％増）、
期末在庫量は605万トン（同
81.2％増）と予測［表13］。
� （USDA/FAS　2025.11.21）

農業園芸開発委員会（AHDB）、

穀物需給予測（2025年11月）を

発表

イギリスの2025/26年度の
小麦生産量は、単収の減少を
作付面積の増加が補う形で

1,184万トン（前年度比6.2％
増）、輸入量は220万トン（同
28.3％減）、これに期首在庫
を加えた総供給量は1,602万
トン（同5.6％減）と予測。食
用・工業用の消費量は657万
トン（同7.8％減）と過去19年
間で最低レベルとなるが、こ
れは、アメリカ産バイオエタ

ノールの輸入関税が撤廃さ
れ、同国内のバイオエタノー
ル企業の操業停止が続くと見
込まれるため。総消費量は
1,393万トン（同2.3％減）と予
測［表14］。
（AHDB：UK Cereal Supply 
and Demand 2025.11.27）

を発表。 （World-Grain.com　2025.10.� 28）

欧 州 穀 物 等 貿 易 協 会

（ C O C E R A L ）、“ C R O P 

FORECAST”（2025年12月）

を発表

欧州合計の2026年の軟質小
麦の作付面積は、良好な土壌

水分条件の下で2,990万ha（前
年比1.5％増）となるが、単収
は、良好だった前年より気象
条件が劣るため5.75トン/ha
（前年5.96トン）に減少すると
見込まれ、生産量は1億7,196
万トン（前年比2.0％減）。EU�
27カ国の生産量は1億2,971万
トン（同4.9％減）、イギリス

及びウクライナを含む非EU5
カ国計は4,225万トン（同8.2
％増）と予測。デュラム小麦
（EU27カ国のみ）の生産量は
793万トン（同7.3％減）と予
測［表15］。
（ C O C E R A L  “ C R O P 
FORECAST”　2025.12.9）

小麦の作付面積は前年度比5

％増で過去最高となる見込み

2025/26年度の小麦作付面

積は、10月の降雨による土壌
水分の改善を受けて、前年度
の3,416万haから約5％増加
し、過去最高となる見込み。
小麦の政府買付価格を6.6％
引き上げて 2 , 5 8 5 ルピー

/100kg（28.9ドル）とすると
の決定も生産者を後押しして
いる。
� （Reuters　2025.11.18）

　　　　アルゼンチン

　　　　イギリス

　　　　EU

　　　　インド

製粉振興 2026. 141



海外短信

オーストラリア農水林業省

（DAFF）、“Australian Crop 

Report”（2025年12月）発表

2025/26年度の小麦生産量
は3,559万トン（前年度比4.3

％増）に達し、過去10年平均
を29％上回る水準。西オース
トラリア州の生産量は1,340
万トン（同5.9％増）で過去2
番目に多く、前年度に干ばつ
被害を受けた南オーストラリ
ア州は474万トン（同71.1％
増）と生産量を回復した。他

方、ニューサウスウェールズ
州は同州南部の悪天候により
1,105万トン（同14.3％減）と
予測［表16］。
（DAFF/ABARES “Australian 
Crop Report” 2025.12.2）

（1）カザフスタンの小麦・小

麦製品の輸出動向

小麦の世界貿易の約4％を
占める同国の輸出量は近年増
加傾向にあり、2024/25年度
の輸出量は1,000万トン（小麦
換 算 の 小 麦 粉 を 含 む）、
2025/26年度も同水準の見込
み。輸出先のシェアは中央ア
ジア諸国が約80％を占める。
輸出量の約1/3は2000年初頭
に急速に拡大した小麦粉輸出
が占め、トルコに次ぐ世界第

2位の小麦粉輸出国となった。
小麦粉輸出量の2/3は世界最
大の輸入国アフガニスタンに
輸出され、残りはウズベキス
タン等の中央アジア諸国に輸
出される。2025/26年度の小
麦粉輸出量は290万トンと予
測。
�（IGC/GMR570　2025.10.23）

（2）過去最高の小麦生産量を

記録

カザフスタン農業省は、今
年の小麦生産量は過去最高の
2,030万トンと発表。 同国の
小麦等級制度ではクラス3が

製粉用小麦の標準規格で、穀
物倉庫に搬入された軟質小麦
の53％がクラス1～3に該当。
2025/26年度の小麦総輸出量
は、加工品（小麦粉及び飼料
用小麦粉）を含め、小麦換算
で1,040万トン（玄麦600万ト
ンを含む）と予測。主要輸出
先はウズベキスタン（全体の
約1/3）、次いでアフガニスタ
ン、タジキスタン、アゼルバ
イジャンが続く。
（Grain Australia　2025.11.�
19）

インドネシアの製粉事情（ア

メ リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

同国の製粉工場数は31カ
所、総製粉能力は1,480万ト

ン（前年比で工場1カ所と製
粉能力40万トン増加）。政府
は小麦輸入を製粉工場のみに
許可。2024/25年度の小麦輸
入量は1,045万トンで、 輸入
先のシェアはオーストラリア
34.2％、カナダ23.4％、ウク
ライナ16.4％。インドネシア

製粉協会（APTINDO）は
2025年7月にアメリカ小麦連
合会（USWA）との間で2026
～30年に年間100万トンのア
メリカ産小麦を購入する覚書
を締結。
� （USDA/FAS　2025.12.4）

　　　　インドネシア

　　　　オーストラリア

　　　　カザフスタン
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（1）Cereals Canada（カナダ

穀物協会）、モロッコ製粉全

国連盟（FNM）と覚書を締結

同協会はFNMとの間で、
モロッコの小麦消費量の約25
％を占めるデュラム小麦の商
業的及び技術的交流を強化す
ることを目的とした覚書を締
結した。モロッコは、主にク
スクスとパスタの生産に使用
するカナダ産デュラム小麦を
2024年に110万トン輸入した。
カナダは世界のデュラム小麦
の約15％を生産しているが、
輸出量は世界計の約54％を占
める。
（Cereals Canada　2025.10.�
30）

（2）カナダ農業農産食料省

（AAFC）、主要穀物予測（2025

年11月）を発表

2025/26年度のデュラム小
麦の生産量は654万トン（前
年度比2.4％増）、単収は前年
度（2.49トン/ha）を上回る
2.54トン/haと見込まれる。
カナダ穀物協会（CGC）のサ
ンプル検査では、上位2等級
に分類されたものは47％で、
前年度の72％、過去5年間平
均の77％を下回るが、平均た
んぱく質含有量は14.7％。国
内消費量はほぼ前年度同の74
万トン、輸出量は520万トン
（同10.7％減）、期末在庫量は
110万トン（同121.8％増）と
予測。
2025/26年度の小麦生産量

（デュラム小麦を除く）は
3,009万トン（同1.8％増）で、
単収は前年度（3.66トン/ha）
を上回る3.72トン/haと見込
まれる。CGCのサンプル検
査では92％が上位2等級に評
価され、平均たんぱく質含有
量は13.8％。 国内消費量は

731万トン（同1.0％増）、輸出
量は2,250万トン（同3.8％減）
と予測するも、アルゼンチン、
オーストラリアの豊作により
今後輸出市場では価格競争が
激化する見込み。期末在庫量
は400万トン（同10.6％増）と
予測［表17］。
（AAFC “Outlook for Principal 
Field Crops” 2025.11.24）

（3）カナダ統計局が主要穀物生

産統計（2025年12月）を発表

カナダ統計局が12月4日に
発表した生産統計によれば、
2025年産小麦の生産量はデュ
ラム小麦713 万トン（前年度
比11.8％増）、普通小麦3,282
万トン（同11.0％増）、小麦計
は3,995万トン（同11.2％増）
で過去最高。
（Statistics Canada “Production 
of Principal Field Crops” 
2025.12.4）

コロンビアの小麦事情（アメ

リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

小麦の国内消費量（200万
トン）は全て輸入に依存。消
費量の約70％はパン用、12％
がクッキーとクラッカー、11
％がパスタ、3％が家庭用、4

％未満が飼料用。主要輸入先
はカナダ及びアメリカで、高
タンパク質小麦（含有量14
％） は主にカナダから輸入
し、パン製造に使用される小
麦粉の約50～70％を占める。
低タンパク質小麦（同10％未
満）は主にアメリカ産で、ク
ッキー、パスタ、菓子類に使
用される。同国には約60の小
麦輸入業者がおり、輸入の98

％は製粉用の玄麦で、残り2
％は加工品で輸入。国内には
40の製粉工場があり、年間約
150万トンの栄養強化小麦粉
を生産（1996年から国内で販
売されるすべての小麦粉にビ
タミンB1、B2、ナイアシン、葉
酸、鉄分を強化することを義
務化）。製粉工場は地域的に分
散しており、Cundinamarca
県に16カ所、北海岸地域に7

　　　　カナダ

　　　　コロンビア
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Fourth Milling社、拡張プロジ

ェクトの建設請負業者と契約

食料安全保障総局（GFSA）
の民営化に伴い2017年に設立
された同社は、Al-Kharjに製

粉工場と飼料工場等を建設す
る拡張プロジェクト（7,070万
ドル）の請負業者との契約を
締結。本プロジェクトにより、
日産 75 0 トンの製粉工場
（2027年度下半期に完成予定）
が新設され、工場全体の生産
能力は1,350トン/日に増加す

る。同社は同国に3つの製粉
工場を運営しており、1日当
たりの総処理能力は小麦
3,150トン、家畜飼料450トン。
（World-Grain.com　2025.11.�
3、11.7）

カ所、Valle県とCauca県に7
カ所、Santander県に6カ所、

Nariño県に3カ所、Risaralda
県に1カ所ある。

� （USDA/FAS　2025.11.19）

（1）ドイツの製粉産業の概要

同国の製粉工場数は1895年
の約73,000カ所から1950年に
は約19,000、1980年には2,500
強に減少し、2024/25年度は
170で、全工場の半数以上（92）
は歴史的にパン文化が強い南
部地域に位置し、次いで西部
（39）、東部（23）、北部（16）
となっている。8つの製粉工
場がデュラム小麦を、100の
製粉工場がスペルト小麦を製
粉している。ドイツ製粉協会
（VDM）によれば、同国の製
粉業者の穀物処理量は年間約
900万トンで、内訳は軟質小
麦765万トン、ライ麦63万ト

ン、スペルト小麦33.6万トン、
デュラム小麦43.5万トンで、
これにより小麦粉約610万ト
ン、ライ麦粉約55.7万トンが
生産されている。大手製粉企
業はGoodMills社、Bindewald 
& Gutting Group、Gebrüder 
Engelke社、Hemelter Mühle 
Dr. Cordesmeyer社などで、
上位10企業が37の工場で年間
600万トン以上の小麦粉等を
生産している。製粉工場の年
間平均製粉能力は5.5万トン
強。
（Miller Magazine　2025.11.�
5）

（2）300年以上操業を続ける

Gebrüder Engelke社の概要

1714年操業開始の同社は、

2度の世界大戦でも製粉工場
の破壊を免れ、ベルリンの壁
崩壊によるドイツ再統一の際
に は 旧 東 ド イ ツ 最 大 の
Magdeburger Mühlenwerke
製粉工場を買収し、現在もド
イツ最大級の製粉企業のひと
つである。同社は200人の従
業員を擁し、3つの製粉工場
を有する。Müllrose工場は
2019年に新しい製粉システム
が設置され、Magdeburg工
場は2021年に拡張されて
1,400トン/日の製粉能力を持
ち、Hasede工場は最近近代
化（2025年5月に開所式）され
て700トン/日の製粉能力を有
する。
（World-Grain.com　2025.11.�
26）

（1）Alapala社、トルコ初とな

るセモリナ製粉工場を建設

同社は、Yiğit Group（YG）
の投資プロジェクトとして、
338種の小麦の発祥地と言わ

れるŞanlıurfaに日産500トン
の製粉工場とともにトルコ初
のセモリナ製粉工場（日産
150トン）を建設。YGは

　　　　サウジアラビア

　　　　ドイツ

　　　　トルコ
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Perilla、Ovella、Makaliyaの
ブランドでパスタ、小麦粉、
セモリナ粉、麺を製造してい
る。
（World-Grain.com　2025.10.�
31）

（2）トルコの小麦事情（アメ

リ カ 農 務 省 海 外 農 業 局

（USDA/FAS）報告）

2025/26年度の小麦生産量

は、生育期に乾燥した気象条
件が続くため1,630万トン（前
年度比14.2％減）と予測する
が、小麦の品質は非常に良好
で、大部分は製粉用となり、
飼料用は減少する見込み。小
麦生産量の約1/4はデュラム
小麦。消費量は、飼料用の供
給量減少を受けて1,870万ト
ン（同2.1％減）と予測。輸入
量は725万トンと前年度の2倍

以上となるが、これは、前年
度に政府が高水準となった国
内在庫量の削減のために加工
貿易制度（IPR）による輸入
を一時停止したため。なお、
IPR停止による市場シェアの
喪失等により、輸出量はほぼ
10年ぶりに600万トン（同17.6
％減）まで減少すると予測。
（USDA/FAS　2025.11.20）

C a r i b b e a n  O r g a n i c 

Foodstuff社、 製粉工場の建

設完了

日産150トンの小麦粉を生
産する製粉工場が完成。John 

Briceño同国首相は、同社が
国外にも製品を展開できるよ
う支援すると述べた。
�（Milling Journal　2025.12.2）

Alapala社（トルコ）、モンゴ

ルで製粉工場の建設完了

同社にとってモンゴルで14
件目のプロジェクトとなる
Mill House社向けの製粉工場

（250トン/日）の建設完了。
（World-Grain.com　2025.10.�
23）

　　　　ベリーズ

　　　　モンゴル
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［表1］世界及び主要小麦輸出国の小麦需給（IGC　2025年11月）� （百万トン）
国　名

（　）内は穀物年度
期初
在庫 生産 輸入

d） 供給計 消　費 輸出
d）

期末
在庫食用 工業用 飼料用 計 a）

アルゼンチン（12月／11月）
2023/24 3.9 15.9 0.0 19.8 5.2 0.1 0.3 6.2 8.8 4.7
2024/25 推定 4.7 18.5 0.1 23.3 5.5 0.1 0.3 6.7 13.4 3.3
2025/26 予測 3.3 23.5 0.0 26.8 5.6 0.1 0.4 6.9 14.2 5.7

オーストラリア（10月／9月）
2023/24 4.3 26.0 0.2 30.5 2.5 0.5 3.5 7.1 20.5 2.9
2024/25 推定 2.9 34.1 0.2 37.2 2.6 0.6 5.0 8.7 23.6 4.9
2025/26 予測 4.9 35.1 0.2 40.3 2.6 0.6 5.1 8.9 25.9 5.5

カナダ（8月／7月）
2023/24 5.6 33.4 0.7 39.7 3.2 0.7 4.1 9.0 25.4 5.3
2024/25 推定 5.3 35.9 0.7 41.9 3.3 0.7 3.3 8.5 29.3 4.1
2025/26 予測 4.1 36.6 0.7 41.4 3.3 0.7 3.7 8.9 27.2 5.4

EU（27）（7月／6月）
2023/24 19.5 133.1 14.2 166.8 48.9 9.5 46.1 111.0 38.9 16.9
2024/25 推定 16.9 118.2 11.8 146.9 49.0 9.3 44.9 109.2 28.2 9.6
2025/26 予測 9.6 142.6 6.8 158.9 49.2 9.5 47.3 112.2 33.0 13.8

カザフスタン （7月／6月）
2023/24 3.2 12.1 2.2 17.4 1.4 0.0 2.3 6.5 8.5 2.4
2024/25 推定 2.4 18.6 0.5 21.5 1.5 0.0 2.7 8.3 10.1 3.1
2025/26 予測 3.1 19.1 0.6 22.8 1.5 0.0 2.6 8.4 10.1 4.3

ロシア（7月／6月）
2023/24 15.6 91.0 0.6 107.2 13.6 1.7 16.0 40.1 55.6 11.6
2024/25 推定 11.6 81.3 0.4 93.3 13.5 1.7 16.0 39.0 45.0 9.3
2025/26 予測 9.3 86.5 0.5 96.4 13.6 1.7 17.0 40.5 43.6 12.3

ウクライナ（7月／6月）
2023/24 2.9 28.4 0.1 31.4 3.9 0.1 1.5 10.9 19.2 1.3
2024/25 推定 1.3 25.4 0.1 26.7 4.0 0.1 2.2 9.0 16.8 0.9
2025/26 予測 0.9 25.6 0.1 26.6 4.0 0.1 2.1 8.9 15.5 2.1

アメリカ（6月／5月）
2023/24 15.5 49.1 4.0 68.6 25.9 0.4 2.3 30.2 19.4 19.0
2024/25 推定 19.0 53.9 4.1 76.9 26.0 0.4 3.2 31.0 22.7 23.1
2025/26 予測 23.1 54.0 3.2 80.4 26.1 0.4 3.3 31.2 25.3 23.9

主要輸出国 計　b）
2023/24 70.5 389.0 22.0 481.4 104.7 13.0 76.1 221.0 196.4 64.1
2024/25 推定 64.1 385.9 17.9 467.8 105.4 12.8 77.7 220.4 189.0 58.4
2025/26 予測 58.4 423.0 12.1 493.5 105.7 13.1 81.4 225.9 194.7 72.9

中　国（7月／6月）
2023/24 140.3 136.6 14.2 291.1 98.8 7.5 32.0 149.8 1.2 140.1
2024/25 推定 140.1 140.1 4.3 284.5 99.3 7.2 28.0 146.2 1.2 137.1
2025/26 予測 137.1 140.0 6.2 283.3 100.3 7.2 28.0 147.3 1.2 134.9

インド（4月／3月）
2023/24 9.5 110.6 0.5 120.6 98.3 2.3 6.8 112.8 0.3 7.5
2024/25 推定 7.5 113.3 0.6 121.4 94.0 4.3 6.0 109.3 0.2 11.9
2025/26 予測 11.9 117.5 0.4 129.8 99.0 4.2 6.5 115.1 0.2 14.6

世界 計
2023/24 284.1 795.1 214.5 1,079.2 555.9 27.1 154.2 805.6 214.5 273.6
2024/25 推定 273.6 799.2 196.4 1,072.8 558.9 28.8 151.0 808.8 196.4 264.0
2025/26 予測 264.0 830.4 208.3 1,094.4 571.2 28.6 153.9 819.3 208.3 275.1

世界 計 （中国を除く）
2023/24 143.8 658.5 200.3 803.5 457.1 19.6 122.2 655.8 213.3 133.5
2024/25 推定 133.5 659.1 192.1 793.8 459.6 21.6 123.0 662.5 195.2 127.0
2025/26 予測 127.0 690.4 202.1 818.5 470.9 21.4 125.9 672.0 207.2 140.2

a）種子用及び廃棄分を含む。　b）主要輸出国はアルゼンチンからアメリカまで。　d）二次製品の推定貿易量を含む。
e）IGC7月/6月データ（二次製品の貿易量を除く）

（注）本表の輸出入の値が他表で引用する貿易量の値より若干多い場合があるのは、二次製品を含むためである。
（出典）IGC/GMR571　2025.11.20
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［表2］世界の小麦生産量（IGC　2025年11月）� （百万トン）
地域・国名 2022/23 23/24 24/25（推定） 25/26（予測）

ヨーロッパ 153.6 151.9 133.5 159.5
 EU 133.3 133.1 118.2 142.6
　ブルガリア 6.2 6.6 6.8 7.3
　チェコ 5.1 5.2 4.6 5.1
　デンマーク 4.2 3.6 3.4 4.1
　フランス 34.8 36.4 26.7 34.6
　ドイツ 22.4 21.5 18.4 23.3
　ハンガリー 4.3 5.9 5.2 5.8
　ギリシャ 1.2 1.3 0.8 1.3
　イタリア 6.4 6.7 6.0 6.3
　ポーランド 13.3 13.1 12.3 13.4
　ルーマニア 8.6 9.5 9.2 12.9
　スロバキア 2.0 2.5 1.9 2.3
　スペイン 6.2 3.9 7.0 8.4
　スウェーデン 3.2 2.7 2.9 3.5
　その他 15.3 14.2 13.0 14.4
 セルビア 3.1 3.4 2.9 3.6
 イギリス 15.5 14.0 10.9 11.8
 その他 1.7 1.4 1.4 1.5
CIS 153.3 146.1 140.1 145.7
　カザフスタン 16.4 12.1 18.6 19.1
　ロシア 95.4 91.0 81.3 86.5
　ウクライナ 26.8 28.4 25.4 25.6
　その他 14.7 14.5 14.9 14.5
北中米 83.4 86.0 92.4 92.1
　カナダ 34.9 33.4 35.9 36.6
　メキシコ 3.6 3.5 2.6 1.5
　アメリカ 44.9 49.1 53.9 54.0
　その他         T         T         T         T
南米 27.1 28.5 30.9 35.2
　アルゼンチン 12.6 15.9 18.5 23.5
　ブラジル 10.6 8.1 7.9 7.5
　チリ 1.3 1.2 1.2 1.2
　ウルグアイ 1.3 1.7 1.5 1.2
　その他 1.4 1.6 1.8 1.8
近東アジア 38.9 45.8 47.6 38.9
　イラン 13.2 14.0 16.0 13.0
　イラク 3.2 5.2 6.3 5.0
　サウジアラビア 0.8 1.2 1.2 1.5
　シリア 1.6 3.0 3.0 1.2
　トルコ 19.8 22.0 20.8 17.9
　その他 0.4 0.4 0.3 0.4
極東アジア 280.3 284.7 294.8 295.9
 アジア太平洋 139.3 138.4 141.8 141.7
　中国 137.7 136.6 140.1 140.0
　その他 1.6 1.8 1.7 1.7
 南アジア 141.0 146.3 153.1 154.2
　アフガニスタン 3.8 4.4 4.8 4.5
　インド 107.7 110.6 113.3 117.5
　パキスタン 26.2 28.2 31.8 29.0
　その他 3.2 3.2 3.2 3.2
アフリカ 26.0 25.9 25.2 27.4
 北アフリカ 16.6 16.3 15.7 17.4
　アルジェリア 3.0 2.7 2.9 3.2
　エジプト 9.5 8.9 9.0 9.2
　リビア 0.1 0.1 0.1 0.1
　モロッコ 2.7 4.2 2.5 3.5
　チュニジア 1.2 0.4 1.2 1.4
 サハラ以南 9.4 9.5 9.5 10.0
　エチオピア 5.8 5.9 6.2 6.5
　南アフリカ 2.1 2.1 1.9 2.0
　その他 1.5 1.6 1.4 1.5
オセアニア 40.9 26.4 34.6 35.5
 オーストラリア 40.5 26.0 34.1 35.1
世界計 803.5 795.1 799.2 830.4

（注）Tは5万トン以下
（出典）IGC/GMR571　2025.11.20
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［表3］世界の小麦貿易量（7月/6月）（IGC　2025年11月）� （百万トン）
輸入国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）

ヨーロッパ 15.5 17.7 15.7 11.1
　アルバニア 0.2 0.2 0.2 0.3
　EU 12.4 13.7 11.3 6.3
　ノルウェー 0.2 0.4 0.4 0.4
　スイス 0.6 0.5 0.6 0.6
　その他 2.1 2.9 3.2 3.6
CIS 11.2 10.6 10.1 10.1
　アゼルバイジャン 1.5 1.1 1.5 1.3
　ジョージア 0.4 0.4 0.5 0.5
　ロシア 0.1 0.5 0.3 0.5
　タジキスタン 1.1 1.2 1.3 1.3
　ウズベキスタン 4.3 3.6 4.4 4.1
　その他 3.9 3.7 2.1 2.5
北中米 11.9 12.7 13.3 14.1
　キューバ 0.4 0.6 0.3 0.5
　メキシコ 5.2 5.2 5.5 6.8
　アメリカ 2.6 3.0 3.2 2.3
　その他 3.7 3.9 4.2 4.5
南米 12.5 13.8 16.2 16.7
　ボリビア 0.2 0.2 0.2 0.2
　ブラジル 4.8 6.0 7.5 7.1
　チリ 1.2 1.0 1.1 1.3
　コロンビア 2.1 2.0 2.0 2.2
　エクアドル 1.4 1.2 2.0 2.2
　ペルー 1.8 2.2 2.1 2.2
　ベネズエラ 0.9 1.2 1.2 1.4
　その他 0.1 0.1 0.2 0.1
近東アジア 38.9 30.0 23.8 30.0
　イラン 4.1 2.4 1.0 2.7
　イラク 3.7 2.3 1.8 2.0
　イスラエル 1.9 1.6 1.9 2.0
　ヨルダン 1.2 0.8 1.0 1.2
　クウェート 0.5 0.5 0.6 0.6
　レバノン 0.8 1.0 1.2 1.1
　サウジアラビア 4.5 3.7 3.9 3.4
　シリア 0.7 0.4 0.7 1.1
　トルコ 13.9 10.0 4.8 8.7
　UAE 1.8 1.8 1.7 2.0
　イエメン 4.2 3.9 3.7 3.9
　その他 1.6 1.6 1.5 1.6
極東アジア 63.5 71.5 56.3 63.3
　太平洋アジア 50.6 56.3 45.1 49.6
　　中国 13.4 14.0 4.1 6.0
　　インドネシア 9.6 13.0 10.7 12.0
　　日本 5.4 5.2 5.6 5.5
　　北朝鮮 0.1 0.1 0.1 0.1
　　韓国 4.5 4.4 3.9 4.5
　　マレーシア 1.7 2.0 2.0 2.0
　　フィリピン 5.5 7.0 6.4 6.9
　　シンガポール 0.4 0.6 0.4 0.5
　　台湾 1.2 1.3 1.4 1.4
　　タイ 3.5 3.1 4.0 4.1
　　ベトナム 4.3 4.9 5.5 5.7
　　その他 1.0 1.0 1.1 1.1
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輸入国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）
　南アジア 12.8 15.3 11.2 13.7
　　バングラデシュ 4.4 5.9 5.6 5.8
　　インド 0.3 0.6 0.6 0.4
　　パキスタン 2.5 3.8 0.1 2.2
　　スリランカ 1.0 0.9 1.0 1.2
　　その他 4.6 4.0 3.9 4.3
アフリカ 54.7 56.6 60.6 62.1
　北アフリカ 30.7 31.1 31.3 31.5
　　アルジェリア 8.6 8.8 8.9 8.9
　　エジプト 12.9 12.8 12.5 12.5
　　リビア 1.7 1.3 1.5 1.5
　　モロッコ 5.6 6.5 6.3 6.8
　　チュニジア 1.9 1.7 2.0 1.8
　サハラ以南 24.0 25.5 29.3 30.7
　　コートジボワール 0.7 0.9 1.2 1.0
　　エチオピア 1.0 1.2 1.1 1.0
　　ケニア 2.4 2.5 2.2 2.6
　　ナイジェリア 4.7 4.8 6.3 6.6
　　南アフリカ 2.2 2.3 2.0 2.2
　　スーダン 1.9 2.0 2.3 2.4
　　その他 11.0 11.9 14.2 14.9
オセアニア 1.3 1.4 1.1 1.4
　ニュージーランド 0.7 0.6 0.6 0.7
　その他 0.5 0.7 0.6 0.7
不詳 1.6 2.9 2.0 2.0
小計 211.2 217.1 199.1 210.9
除く製品貿易 2.9 2.7 2.7 2.5
世界計 208.2 214.5 196.4 208.3

輸出国 2022/23 2023/24 2024/25（推定） 2025/26（予測）
アルゼンチン 4.9 7.9 11.2 14.5
オーストラリア 32.3 22.5 21.1 26.5
カナダ 25.4 25.6 28.4 27.5
EU 33.1 36.9 26.1 30.9
カザフスタン 9.8 8.4 10.0 10.0
ロシア 48.1 55.5 44.9 43.4
ウクライナ 17.1 19.2 16.8 15.5
アメリカ 20.2 19.4 22.7 25.0
ブラジル 2.7 2.8 1.9 2.1
中国 0.2 0.3 0.2 0.2
インド 1.6 0.3 0.1 0.2
パキスタン 0.6 0.5 0.5 0.5
メキシコ 0.7 0.9 0.1 0.1
トルコ 5.0 7.4 4.4 5.5
その他 6.4 7.0 8.1 6.6
世界計 208.2 214.5 196.4 208.3

（出典）IGC/GMR571　2025.11.20
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［表4］北米穀物メジャーの貯蔵能力上位15企業（Grain & Milling）

企業名
貯蔵能力（トン）

2026（a） No. 2025（b） No. 増減（a－b）
Acher Daniels Midland Co. 12,097,184 1 11,821,091 1 276,093
CHS Inc. 11,158,560 2 10,968,334 2 190,226
Cargill Inc. 9,471,603 3 9,471,603 3 0
Bunge 7,974,288 4 1,917,286 26 6,057,002
The Andersons Inc. 7,892,640 5 4,869,734 7 3,022,906
CGB Enterprises Inc. 6,988,443 6 7,037,206 4 －48,763
New Cooperative Inc. 5,278,149 7 5,474,281 6 －196,132
The Scoular Co. 4,803,624 8 4,803,624 8 0
Attebury Grain Inc. 4,507,337 9 4,507,337 9 0
Heartland Co-op (Iowa) 4,288,017 10 4,486,721 10 －198,704
Producer Ag. LLC 4,082,400 11 4,082,400 12 0
Central Valley Ag Co-op NS 3,946,320 12 3,946,320 13 0
Agtegra Cooperative 3,402,000 13 3,402,000 14 0
Landus Cooperative 3,347,568 14 4,155,502 11 －807,934
Bunge Canada Inc.（前のViterra） 3,186,565 15 3,186,565 15 0
上位15企業計 92,424,698 84,130,003 8,294,695
合計（計103企業） 173,508,247 170,453,492 3,054,755

（注）北米で複数施設を有し、総貯蔵能力600万bu（約16.3万トン）以上の103企業・協同組合から上位15企業を抜粋した。
（出典）Grain ＆ Milling Annual 2026

［表5］アメリカの小麦粉生産状況（Grain & Milling）

年 小麦粉生産量
（1,000トン）

小麦挽砕量
（1,000トン）

副産物産出量
（1,000トン）

小麦粉抽出率
（％）

2024 19,286 24,922 6,490 77.4
2023 19,051 24,616 6,511 77.4
2022 19,517 25,273 6,732 77.2
2021 19,104 24,859 6,639 76.9
2020 19,314 24,984 6,547 77.3
2019 19,154 24,838 6,485 77.1
2018 19,363 24,994 6,458 77.5
2017 19,341 24,979 6,447 77.4
2016 19,225 24,893 6,559 77.2
2015 19,274 25,138 6,641 76.7
2014 19,275 25,073 6,423 76.9
2013 19,257 25,034 6,367 76.9
2012 19,067 25,089 6,637 76.0
2011 18,676 24,365 6,402 76.7
2010 18,933 24,545 6,480 77.1
2005 17,916 24,062 6,826 74.5
2000 19,108 25,716 7,375 74.3
1995 17,631 23,659 7,144 74.5
1993 17,573 23,716 6,963 74.1

（出典）Grain & Milling Annual 2026
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［表6］アメリカの製粉企業上位20社の日産能力と工場数（Grain & Milling）

No. 会社名 日産能力（トン） 工場数
小麦粉 Durum Rye 補正＊ 計 小麦粉 Durum Rye

1  Ardent Mills 20,765 386 91 －91 21,241 30 1 1 
2  ADM Milling Co. 11,725 11,725 18 0 0 
3  Grain Craft 6,713 6,713 13 0 0 
4  The Mennel Milling Co. 4,903 4,903 8 0 0 
5  Miller Milling 4,581 272 －272 4,581 5 1 0 
6  Bay State Milling Co. 3,833 195 113 4,141 6 1 1 
7  General Mills Inc. 3,620 204 3,824 5 1 0 
8  North Dakota Mill & Elevator Assoc. 2,472 272 －272 2,472 1 1 0 
9  Star of the West Milling Co. 2,207 2,207 5 0 0 
10  Bartlett Milling Co. 2,087 2,087 3 0 0 
11  Siemer Milling Co. 1,996 1,996 3 0 0 
12  US Durum Milling, Inc. 1,361 1,361 0 1 0 
13  King Milling Co. 1,134 1,134 1 0 0 
14  Snavely's Mill, Inc. 953 91 1,043 4 0 1 
15  Winland Foods 1,021 1,021 0 2 0 
16  Dakota Growers Pasta Co. 771 771 0 1 0 
16  Minot Milling 272 399 671 1 1 0 
18  Barilla America 544 544 0 1 0 
19  Shawnee Milling 499 499 2 0 0 
20  C.H. Guenther & Son, Inc. 454 454 2 0 0 

上位20社　計 68,213 5,425 295 －635 73,298 109 11 3 
全米　計 70,974 5,540 506 －680 76,339 142 15 13 

上位20社のシェア（％） 96.1 98.0 58.3 96.0 76.8 73.0 23.0 
＊ 兼用ミルによる重複分を補正した能力

（出典）Grain & Milling Annual 2026

［表7］アメリカの州別小麦製粉工場数と小麦粉日産能力（Grain & Milling）

州 名 工場数 日産能力（トン） 州 名 工場数 日産能力（トン）
2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025

アラバマ 2 2 1,837 1,837 モンタナ 4 4 1,219 1,219 
アリゾナ 1 1 853 853 ネブラスカ 3 3 1,153 1,141 
カリフォルニア 10 11 5,230 5,263 ニュージャージー 1 1 612 612 
コロラド 4 4 1,288 1,288 ニューヨーク 7 7 3,968 3,968 
フロリダ 2 2 1,393 1,393 ノースカロライナ 7 7 3,066 3,112 
ジョージア 2 2 953 953 ノースダコタ 5 5 3,217 3,199 
アイダホ 1 1 748 748 オハイオ 7 7 4,615 4,150 
イリノイ 5 5 3,393 3,388 オクラホマ 3 3 1,179 1,179 
インディアナ 5 5 3,429 3,429 オレゴン 1 1 395 395 
アイオワ 2 2 514 514 ペンシルベニア 11 12 3,970 3,952 
カンザス 11 11 4,977 4,977 プエルトリコ 1 1 454 454 
ケンタッキー 2 2 938 938 サウスカロライナ 1 1 45 45 
メイン 1 1 3 3 テネシー 3 3 1,701 1,701 
マサチューセッツ 1 1 680 680 テキサス 8 8 4,366 3,913 
ミシガン 7 7 2,340 2,276 ユ　タ 8 7 2,177 1,837 
ミネソタ 5 6 3,508 3,957 バージニア 4 4 2,238 2,216 
ミシシッピー 1 1 91 91 ワシントン 2 2 839 839 
ミズーリ 3 3 2,404 2,404 ウィスコンシン 1 1 1,179 1,179 

合　計 142 144 70,974 70,103 
（出典）Grain & Milling Annual 2026
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［表8］アメリカの小麦製粉工場の規模別分布（Grain & Milling）

日産能力規模
（トン）

2026年 2025年

工場数 小麦粉
日産能力計（t） 工場数 小麦粉

日産能力計（t）
9未満 5 14 6 19 
9～17 2 28 2 28 
18～44 9 219 10 251 
45～226 23 2,623 23 2,618 
227～453 32 9,899 32 9,936 
454以上 71 58,192 71 57,251 
合　　計 142 70,974 144 70,103 

（出典）Grain & Milling Annual 2026

［表9］アメリカの州別デュラム小麦製粉工場数と日産能力（Grain & Milling）

州　名 工場数 製粉日産能力（トン）
2026 2025 2026 2025

アリゾナ 1 1 195 195 
カリフォルニア 0 1 0 27 
アイオア 1 1 544 544 
カンザス 1 1 51 51 
ミネソタ 1 1 386 386 
ミズーリ 2 2 1,882 1,882 
モンタナ 2 2 226 226 
ノースダコタ 4 4 1,444 1,444 
サウスカロライナ 1 1 499 499 
ユ　タ 1 1 41 41 
バージニア 1 1 272 590 

計 15 16 5,540 5,885 
（出典）Grain & Milling Annual 2026

［表10］カナダの州別小麦製粉工場数と日産能力（Grain & Milling）
（1）普通小麦

州　名 工場数 製粉日産能力（トン）
2026 2025 2026 2025

アルバータ 2 2 1,034 1,034 
ブリティッシュコロンビア 2 2 676 676 
マニトバ 3 2 508 508 
ノバスコシア 1 1 349 349 
オンタリオ 9 9 3,552 3,552 
ケベック 6 4 2,358 2,000 
サスカチュワン 3 3 998 998 

合　計 26 23 9,475 9,117 

（2）デュラム小麦

州　名 工場数 製粉日産能力（トン）
2026 2025 2026 2025

アルバータ 1 1 177 177 
マニトバ 1 0 0 0 
オンタリオ 2 2 385 385 
ケベック 2 1 200 200 
サスカチュワン 1 1 304 304 

合　計 7 5 1,066 1,066 
（出典）Grain & Milling Annual 2026
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［表11］アメリカの小麦需給予測（USDA/ERS　2025年12月）
年度（6-5月） 単位 2021/22 2022/23 2023/24 2024/25 2025/25

作付面積 百万ha 18.92 18.52 20.06 18.73 18.34
収穫面積 百万ha 15.03 14.36 15.00 15.63 15.07
単収 トン/ha 2.98 3.13 3.27 3.44 3.58
　期初在庫 百万トン 23.00 18.36 15.50 18.95 23.15
　生産 〃 44.80 44.90 49.10 53.85 54.01
　輸入 〃 2.62 3.31 3.75 4.05 3.27
供給計 〃 70.42 66.56 68.35 76.86 80.42
　食用 〃 26.44 26.45 26.16 26.39 26.45
　種子用 〃 1.57 1.86 1.69 1.66 1.69
　飼料用他 〃 2.40 2.05 2.33 3.19 3.27
　国内消費計 〃 30.41 30.36 30.18 31.24 31.41
　輸出 〃 21.66 20.70 19.21 22.48 24.49
需要計（a） 〃 52.07 51.06 49.39 53.71 55.90
期末在庫（b） 〃 18.36 15.50 18.95 23.15 24.52
在庫率（b/a） % 35.3 30.4 38.4 43.1 43.9
平均農家価格 ドル/bu 7.63 8.83 6.96 5.52 5.00

（出典）USDA ERS “Wheat Outlook”　2025.12.11

［表12］アメリカ小麦の銘柄別需給（USDA/ERS　2025年12月）

項目／銘柄 単位 年度 小麦計 HRW HRS SRW ホワイト デュラム

作付面積 百万ha
2024/25 18.73 9.66 4.06 2.47 1.70 0.84
2025/26 18.34 9.51 3.77 2.48 1.70 0.88

収穫面積 百万ha
2024/25 15.63 7.36 3.95 1.88 1.63 0.82
2025/26 15.07 7.11 3.63 1.86 1.62 0.86

単収 トン/ha
2024/25 3.44 2.86 3.48 4.98 4.62 2.64
2025/26 3.58 3.08 3.44 5.16 4.75 2.73

　期初在庫 百万トン
2024/25 18.95 7.47 5.17 3.43 2.31 0.57
2025/26 23.15 10.82 5.93 3.46 2.18 0.76

　生産 〃
2024/25 53.85 21.05 13.74 9.37 7.51 2.18
2025/26 54.01 21.89 12.47 9.60 7.69 2.35

　輸入 〃
2024/25 4.05 0.18 2.16 0.14 0.19 1.39
2025/26 3.27 0.14 1.77 0.14 0.14 1.09

供給計 〃
2024/25 76.86 28.69 21.07 12.94 10.01 4.15
2025/26 80.42 32.85 20.18 13.20 10.00 4.19

　食用 〃
2024/25 26.39 10.52 7.02 4.16 2.29 2.39
2025/26 26.45 10.61 7.08 4.14 2.31 2.31

　種子用 〃
2024/25 1.66 0.72 0.39 0.32 0.16 0.08
2025/26 1.69 0.71 0.42 0.33 0.16 0.07

　飼料用他 〃
2024/25 3.19 0.71 0.90 1.83 －0.65 0.40
2025/26 3.27 1.09 0.41 1.91 －0.27 0.14

　国内消費計 〃
2024/25 31.24 11.95 8.32 6.31 1.79 2.87
2025/26 31.41 12.41 7.91 6.37 2.20 2.52

　輸出 〃
2024/25 22.48 5.92 6.81 3.17 6.05 0.52
2025/26 24.49 8.85 6.26 3.27 5.44 0.68

需要計 〃
2024/25 53.71 17.87 15.13 9.49 7.84 3.39
2025/26 55.90 21.26 14.17 9.63 7.65 3.20

期末在庫 〃
2024/25 23.15 10.82 5.93 3.46 2.18 0.76
2025/26 24.52 11.60 6.01 3.56 2.36 1.00

（資料）USDA/ERS “Wheat Outlook”　2025.12.11
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［表13］アルゼンチンの小麦需給予測（USDA/FAS　2025年11月）

市場年度
（12月/11月）

2023/24 2024/25 2025/26

USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値 USDA公式値 新予測値

収穫面積（1,000ha） 5,575 5,575 6,341 6,346 6,300 6,500

期首在庫（1,000t） 3,967 3,967 4,537 4,537 3,407 3,336

生産量（1,000t） 15,850 15,850 18,510 18,538 22,000 24,500

輸入量（1,000t） 4 4 10 11 10 10

供給計（1,000t） 19,821 19,821 23,057 23,086 25,417 27,846

輸出量（1,000t） 8,234 8,234 12,500 12,600 14,000 14,500

飼料用等（1,000t） 250 250 250 250 300 300

FSI用（1,000t） 6,800 6,800 6,900 6,900 7,100 7,000

消費計（1,000t） 7,050 7,050 7,150 7,150 7,400 7,300

期末在庫（1,000t） 4,537 4,537 3,407 3,336 4,017 6,046

総流通量（1,000t） 19,821 19,821 23,057 23,086 25,417 27,846

単収（t/ha） 2.84 2.84 2.92 2.92 3.49 3.77

（出典）USDA/FAS　2025.11.21
（注）「FSI用」は食用、種子用、加工用の計である。

［表14］イギリスの小麦需給予測（AHDB　2025年11月）� （単位：1,000トン）

項目
（穀物年度：7～6月）

2022/23 2023/24 2024/25 2025/26
（予測）

1．期首在庫 1,788 1,953 2,760 1,980
2．生産量 15,540 13,980 11,146 11,836
3．輸入量 1,360 2,437 3,068 2,200
4．総供給量 18,688 18,369 16,974 16,017
5．食用・加工用 7,326 7,520 7,128 6,570
　 うち国産小麦 6,407 6,339 5,514 5,440
6．飼料用 6,906 7,135 6,808 7,042
　 うち国産小麦 6,486 6,235 5,708 6,142
7．種子用 267 237 258 258
8．その他 70 70 56 59
9．総需要量 14,569 14,962 14,251 13,930
10．需給差（4-9） 4,119 3,407 2,723 2,087
11．輸出量 1,586 258 199 N.A.
12．民間期末在庫 1,953 2,760 1,980 N.A.
13．残余（10-11-12） 581 389 543 N.A.

（出典）AHDB：UK Cereal Supply and Demand 2025.11.27
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［表15］欧州の小麦生産予測（COCERAL　2025年12月）

地域・国名

軟質小麦 デュラム小麦
作付面積

（1,000ha）
単収

（100kg/ha）
生産量

（1,000トン）
作付面積

（1,000ha）
単収

（100kg/ha）
生産量

（1,000トン）
2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026 2025 2026

オーストリア 255 250 63.0 59.0 1,607 1,475 25 25 58.0 51.0 145 128
ベルギー/
ルクセンブルグ 215 220 86.0 84.0 1,849 1,848

デンマーク 474 442 87.3 79.0 4,135 3,492
フィンランド 227 220 43.0 43.0 976 946
フランス 4,492 4,582 74.2 71.0 33,331 32,531 222 225 57.6 54.0 1,279 1,215
ドイツ 2,907 2,875 79.1 75.0 22,990 21,563 53 55 64.3 55.0 341 303
ギリシャ 120 115 25.0 23.0 300 265 506 500 22.0 20.0 1,113 1,000
アイルランド 65 63 99.0 99.0 644 624
イタリア 530 550 50.0 50.6 2,650 2,783 1,180 1,120 33.0 32.0 3,894 3,584
オランダ 112 115 100.0 92.0 1,120 1,058
ポルトガル 22 22 30.0 25.0 66 54 4 4 33.0 25.0 13 10
スペイン 1,794 1,775 42.0 36.0 7,535 6,390 213 250 30.9 26.0 658 650
スウェーデン 522 520 72.7 64.0 3,797 3,328
EU14か国計 11,735 11,749 69.0 65.0 80,998 76,355 2,203 2,179 33.8 31.6 7,443 6,889
キプロス 5 5 19.8 22.0 10 11
チェコ 777 780 64.4 65.5 5,004 5,109 20 21 63.5 63.5 127 133
エストニア 181 178 45.5 44.0 824 783
ハンガリー 975 985 55.1 55.0 5,372 5,418 70 60 52.2 49.0 365 294
ラトビア 546 535 49.6 49.0 2,708 2,622
リトアニア 900 890 52.8 52.0 4,752 4,628
マルタ 2 2 46.0 46.0 9 9
ポーランド 2,423 2,419 55.4 53.7 13,424 12,992
スロバキア 299 325 60.0 54.0 1,794 1,755 86 88 58.0 56.0 499 493
スロベニア 33 33 50.0 49.0 165 162
ルーマニア 2,308 2,430 57.0 49.9 13,156 12,126 14 15 32.0 27.0 37 37
ブルガリア 1,264 1,255 57.9 55.0 7,319 6,903 33 35 45.5 44.5 51 51
クロアチア 147 150 61.0 57.0 897 855 2 2 52.0 48.0 10 10
EU27カ国計 21,588 21,729 63.2 59.7 136,411 129,707 2,435 2,407 35.1 32.9 8,552 7,927
イギリス 1,650 1,792 67.0 79.0 11,055 14,157
セルビア 670 675 49.3 49.0 3,303 3,308
ボスニア 65 65 32.1 32.0 209 208
ウクライナ 5,100 5,250 45.0 44.0 22,950 23,100
モルドバ 380 390 40.8 38.0 1,550 1,482
非EU計 7,865 8,172 49.7 51.7 39,067 42,254
欧州合計 29,453 29,901 59.6 57.5 175,478 171,961 2,435 2,407 35.1 32.9 8,552 7,927

（出典）COCERAL CROP FORECAST　2025.12.9

［表16］オーストラリアの小麦需給予測（DAFF/ABARES　2025年12月）
� （単位：1,000ha、1,000トン）

（10月/9月） 2021/22 2022/23 2023/24 2024/25
（推定）

2025/26
（予測）

作付面積 12,728 13,045 12,372 13,060 12,512
生産量 36,237 40,545 25,960 34,110 35,585
　　NSW 12,029 10,620 7,095 12,900 11,050
　　VIC 4,246 5,393 5,200 3,500 4,050
　　QLD 2,222 2,600 1,080 2,230 2,260
　　SA 4,750 7,350 4,800 2,770 4,740
　　WA 12,919 14,500 7,700 12,650 13,400
　　タスマニア 70 83 85 60 85
国内消費量 7,240 7,745 8,429 N.A. N/A.
　　種子用 652 619 653 N.A. N.A.
　　その他 6,588 7,126 7,776 N.A. N.A.
輸出量 27,485 31,800 19,733 N.A. N.A.
輸入量 0.8 0.1 0.0 N.A. N.A.

（出典）DAFF/ABARES “Australian Crop Report” 2025.12.2
（注） NSW：ニューサウスウェルズ州、VIC：ビクトリア州、QLD：クイーンズランド州、SA：南オーストラリア州、
　　 WA：西オーストラリア州
　　 国内消費量は小麦粉の小麦換算量を含む。
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［表17］カナダの小麦需給予測（Agriculture and Agri-Food Canada　2025年11月）
穀物年度

（8月/7月）
作付
面積

収穫
面積 単収 生産 輸入

（b） 供給計 輸出
（c） 食用等 飼料用

等
国内

需要計
期末
在庫

（単位） 1,000ha トン/ha 1,000トン

デュラム小麦

2023/2024 2,442 2,385 1.78 4,247 5 4,830 3,549 191 174 612 669

2024/2025 2,576 2,565 2.49 6,380 5 7,054 5,821 208 277 737 496

2025/2026 2,643 2,574 2.54 6,535 5 7,036 5,200 200 302 736 1,100

小麦（デュラムを除く）

2023/2024 8,505 8,324 3.50 29,167 88 34,382 21,771 3,272 3,885 8,002 4,609

2024/2025 8,259 8,087 3.66 29,559 80 34,247 23,399 3,351 3,028 7,232 3,616

2025/2026 8,297 8,084 3.72 30,089 100 33,805 22,500 3,300 3,178 7,305 4,000

小麦計

2023/2024 10,947 10,709 3.12 33,414 92 39,212 25,321 3,463 4,060 8,614 5,278

2024/2025 10,835 10,652 3.37 35,939 85 41,302 29,220 3,558 3,305 7,969 4,112

2025/2026 10,940 10,659 3.44 36,624 105 40,841 27,700 3,500 3,481 8,041 5,100

（出典）CANADA OUTLOOK FOR PRINCIPAL FIELD CROPS　2025.11.24
（b）輸入は製品を除く。　　（c）輸出は製品を含む。
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8
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0
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4.
9

9
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7

47
5
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7

1,
29
1

96
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36
8
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0.
4

37
1
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3
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7

10
2.
2

1
0

3
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9

9
6
.7

5
1
3

1
0
0
.7

1
,1
7
7

9
5
.0

3
9
9

1
0
0
.8

4
0
2

1
0
1
.2

2
7
4

1
0
1
.7

1
1

5
3
8

9
9
.1

5
0
4

9
9
.2

1
,2
1
1

9
5
.1

3
9
5

9
9
.3

3
7
8

9
7
.2

2
9
1

1
0
4
.5

12 8
.1 2 3

年
度
計

（
注
）　
１
.�玄
麦
の
買
入
・
加
工
数
量
に
は
SB
Sで
の
買
受
分
（
19
年
度
か
ら
）、
大
臣
証
明
制
度
に
よ
る
輸
出
見
返
り
分
、
納
付
金
輸
入
分
、
民
間
流
通
麦
及
び
そ
の
他
国
内
産
麦
を
含
み
、
小
麦
粉
の
生
産
・
販
売
量
は
、
輸
出
分
を
除
い
た
数
量
で
あ
る
。

　
　
　
２
.「
製
粉
・
精
麦
工
場
需
給
実
績
報
告
」（
農
産
局
農
産
政
策
部
貿
易
業
務
課
）に
よ
る
。

　
　
　
３
.四
捨
五
入
の
関
係
で
内
訳
と
計
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
あ
る
。

資料製粉工場の月別需給動向

製
粉
工
場
に
お
け
る
玄
麦
お
よ
び
小
麦
粉
の
月
別
需
給
動
向
（
令
和
7年
度
）

（
単
位
：
千
ト
ン
、
前
年
比
％
）
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区 分
年 月

レ
ー

ト
小

麦
粉

、小
麦（

ひ
き

割
、ミ

ー
ル

、ペ
レ

ッ
ト

）
小

麦
グ

ル
テ

ン
小

麦
粉

調
製

品
ケ

ー
キ

ミ
ッ

ク
ス

マ
カ

ロ
ニ

、
ス

パ
ゲ

ッ
テ

ィ

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額
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量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前
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減

率
金
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減
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9.

4 
33

3,
21
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−
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（
次

頁
に

つ
づ

く
）

小
麦
加
工
食
品
の
輸
入
の
推
移
（
10
月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ
ー

ト
う

ど
ん

お
よ

び
そ

う
め

ん
そ

の
他

の
め

ん
類

食
パ

ン
、

乾
パ

ン
類

ビ
ス

ケ
ッ

ト
ふ

　
す

　
ま

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
16

10
9

26
6 

−
46

.8
 

10
1,

28
8 

20
,6

06
 

−
4.

3 
6,

59
3,

00
3 

6,
11

9 
−

15
.5

 
1,

99
8,

61
4 

18
,7

39
 

34
.8

 
8,

36
3,

43
0 

66
,4

68
 

−
8.

8 
1,

48
1,

11
4 

20
17

11
2

27
2 

2.
4 

11
0,

93
9 

22
,2

43
 

7.
9 

7,
20

7,
76

8 
5,

32
3 

−
13

.0
 

1,
90

4,
31

1 
24

,2
96

 
29

.6
 

10
,6

31
,5

48
 

66
,0

17
 

−
0.

7 
1,

55
0,

34
3 

20
18

11
1

97
 

−
64

.4
 

41
,1

01
 

22
,8

43
 

2.
7 

7,
58

0,
98

3 
5,

45
1 

2.
4 

2,
02

8,
01

0 
24

,8
53

 
2.

3 
10

,6
82

,8
48

 
67

,8
63

 
2.

8 
1,

65
1,

72
9 

20
19

10
9

87
 

−
10

.3
 

34
,7

92
 

23
,3

50
 

2.
2 

7,
52

6,
31

0 
8,

04
0 

47
.5

 
2,

63
5,

09
7 

25
,0

75
 

0.
9 

10
,5

58
,4

45
 

77
,4

15
 

14
.1

 
1,

98
9,

88
2 

20
20

10
7

21
 

−
75

.4
 

8,
52

1 
26

,2
32

 
12

.3
 

8,
42

4,
81

6 
7,

31
6 

−
9.

0 
2,

49
8,

58
2 

27
,8

28
 

11
.0

 
11

,0
13

,9
09

 
94

,3
50

 
21

.9
 

2,
35

9,
81

2 
20

21
10

9
31

 
43

.9
 

12
,8

33
 

27
,0

85
 

3.
3 

9,
11

0,
75

8 
8,

07
6 

10
.4

 
3,

18
3,

42
6 

29
,8

44
 

7.
2 

13
,5

08
,0

62
 

85
,9

98
 

−
8.

9 
2,

81
5,

01
0 

20
22

13
1

31
 

1.
0 

12
,1

84
 

27
,7

43
 

2.
4 

11
,1

60
,1

04
 

8,
50

3 
5.

3 
4,

09
8,

21
7 

32
,0

15
 

7.
3 

18
,3

27
,2

09
 

10
0,

38
1 

16
.7

 
4,

72
9,

42
2 

20
23

14
0

44
 

42
.0

 
11

,6
56

 
27

,2
46

 
−

1.
8 

11
,6

72
,4

40
 

6,
88

9 
−

19
.0

 
3,

77
4,

03
1 

27
,6

68
 

−
13

.6
 

17
,2

25
,7

86
 

11
1,

17
0 

10
.7

 
5,

44
8,

27
9 

20
24

15
1

17
 

−
61

.3
 

7,
52

0 
27

,8
06

 
2.

1 
12

,7
03

,9
93

 
7,

03
4 

2.
1 

4,
07

4,
05

0 
32

,0
87

 
16

.0
 

21
,1

40
,2

97
 

78
,5

08
 

−
29

.4
 

3,
07

0,
00

7 
20

25
年

1月
15

7
6 

84
8.

8 
3,

05
6 

2,
54

3 
15

.1
 

1,
25

6,
19

0 
53

6 
9.

2 
27

5,
59

5 
2,

79
3 

14
.9

 
1,

94
2,

11
6 

5,
48

1 
67

.1
 

20
2,

25
7 

2
15

5
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

45
6 

−
19

.0
 

69
5,

33
0 

54
7 

8.
7 

32
4,

15
5 

2,
04

8 
1.

3 
1,

23
0,

13
7 

4,
05

5 
−

25
.7

 
12

7,
31

0 
3

15
0

0 
−

10
0.

0 
0 

2,
49

4 
1.

8 
1,

19
0,

12
6 

57
3 

−
20

.1
 

30
4,

97
8 

3,
09

9 
28

.2
 

1,
72

9,
42

3 
5,

55
4 

−
36

.6
 

18
0,

49
5 

4
14

8
0 

−
10

0.
0 

0 
2,

53
3 

−
4.

4 
1,

15
7,

44
8 

67
3 

4.
7 

37
1,

65
2 

2,
16

6 
−

20
.0

 
1,

36
6,

15
8 

4,
91

1 
91

.8
 

15
4,

42
4 

5
14

4
3

0.
0 

2,
34

0 
2,

97
4 

0.
7 

1,
27

3,
44

6 
62

2 
4.

0 
31

3,
73

5 
2,

80
0 

−
4.

0 
1,

50
2,

63
8 

8,
05

9 
−

49
.2

 
23

0,
27

5 
6

14
4

21
60

0.
0 

3,
27

8 
2,

63
2 

16
.6

 
1,

14
7,

39
4 

74
4 

25
.0

 
38

2,
36

3 
2,

85
0 

8.
4 

1,
71

5,
81

5 
6,

05
6 

46
8.

1 
17

8,
11

8 
7

14
6

0 
−

10
0.

0 
25

5 
2,

66
6 

1.
2 

1,
17

0,
65

6 
66

2 
2.

2 
33

6,
52

4 
2,

70
8 

0.
0 

1,
64

4,
75

3 
2 

−
10

0.
0 

35
4 

8
14

8
0 

0.
0 

0 
2,

27
7 

15
.2

 
1,

04
5,

40
5 

69
1 

11
.6

 
34

2,
24

2 
2,

71
3

−
2.

0 
1,

66
7,

17
0 

6,
38

3 
25

9.
4 

18
3,

19
5 

9
14

8
7 

1,
06

9.
2 

3,
68

3 
2,

57
3 

27
.3

 
1,

25
9,

51
8 

53
9 

1.
1 

29
0,

43
5 

2,
92

4
−

3.
5 

1,
99

7,
08

0 
8,

78
5 

45
.5

 
27

0,
15

4 
10

15
0

0 
0.

0 
0 

2,
94

2 
27

.5
 

1,
51

3,
10

0 
65

5
25

.7
 

36
4,

64
5 

3,
33

5 
13

.1
 

2,
11

5,
79

6 
7,

68
7 

−
1.

6 
24

2,
37

9 
11 12

20
25

年
1月

〜
12

月
累

計
37

 
14

6.
7 

12
,6

12
 

25
,0

92
7.

9 
11

,7
08

,6
13

 
6,

24
2

6.
0 

3,
30

6,
32

4 
27

,4
38

 
3.

2 
16

,9
11

,0
86

 
56

,9
73

 
−

10
.3

 
1,

76
8,

96
1 

米
国

15
5

74
.1

 
60

,3
35

 
1,

63
8

−
3.

0 
82

5,
22

5 
29

9
−

29
.3

 
78

6,
30

7 
英

国
29

11
.5

 
12

,4
18

 
70

7
-8

.7
 

1,
00

2,
48

9 
中

国
33

 
13

5.
7 

9,
21

5 
17

,3
37

15
.2

 
8,

21
5,

24
4 

88
1

9.
7 

33
9,

08
9 

8,
46

6
17

.7
 

3,
84

6,
10

5 
仏

国
1,

53
3

7.
7 

84
7,

55
2 

40
4

−
36

.9
 

71
0,

84
0 

香
港

6
−

14
.3

 
29

,6
07

 
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
3

66
9 

5,
28

6
−

6.
6 

2,
09

3,
87

7 
10

,4
38

 
14

.6
 

31
0,

50
5 

ト
ル

コ
4

30
0.

0 
62

5 
29

3
71

.3
 

11
4,

03
9 

ス
リ

ラ
ン

カ
19

7,
69

6 
15

0
53

.1
 

65
,0

05
 

46
,5

14
 

−
14

.3
 

1,
45

6,
92

9 
韓

国
4 

3,
14

2 
4,

23
5

−
3.

2 
1,

86
3,

31
8 

17
7

1.
7 

18
0,

17
6 

72
4

−
11

.4
 

58
4,

47
5 

17
 

−
37

.0
 

81
3 

タ
イ

57
2

−
24

.9
 

37
7,

39
0 

33
1,

00
0.

0 
48

,3
16

 
95

3
16

.6
 

35
9,

66
9 

独
国

31
0

1.
3 

18
1,

50
8 

18
7

−
13

.0
 

21
0,

05
6 

カ
ナ

ダ
12

−
14

.3
 

8,
73

3 
2

−
99

.1
 

8,
11

1 
30

3
13

.9
 

31
9,

04
0 

デ
ン

マ
ー

ク
0 

−
10

0.
0 

0 
14

7
−

17
.9

 
19

3,
87

1 
ブ

ラ
ジ

ル
21

16
.7

 
4,

56
2 

1
1,

05
4 

36
17

6.
9 

14
,0

60
 

4 
−

50
.0

 
71

4 
ス

イ
ス

2
−

33
.3

 
1,

82
5 

14
40

.0
 

73
,5

57
 

オ
ラ

ン
ダ

25
.6

 
28

5 
19

7
−

21
.5

 
23

3,
15

1 
シ

ン
ガ

ポ
ー

ル
32

30
0.

0 
11

,8
32

 
50

8
−

31
.9

 
74

7,
83

3 
オ

ー
ス

ト
ラ

リ
ア

2
−

95
.6

 
6,

09
7 

51
50

.0
 

73
,9

20
 

台
湾

0 
−

34
.9

 
25

5 
33

4
−

5.
4 

17
9,

37
6 

35
5

25
.4

 
36

7,
73

9 
ベ

ト
ナ

ム
42

8
−

5.
7 

20
6,

23
8 

82
5

24
0.

0 
32

9,
86

3 
1,

21
2

15
.9

 
74

0,
16

4 
0 

−
10

0.
0 

0 
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
60

−
47

.8
 

83
,4

34
 

マ
レ

ー
シ

ア
16

2
14

.1
 

38
,2

35
 

18
9

−
7.

4 
89

,3
95

 
3,

37
9

26
.8

 
1,

72
5,

69
6 

フ
ィ

リ
ピ

ン
53

−
17

.2
 

14
,0

38
 

0 
−

10
0.

0 
0 

10
0

13
.6

 
61

,1
74

 
ベ

ル
ギ

ー
62

−
40

.4
 

30
,0

25
 

98
6

−
17

.4
 

84
6,

81
7 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

ス
ペ

イ
ン

4
77

1 
11

3
−

50
.7

 
79

,1
00

 
31

2
−

54
.2

 
15

0,
39

4 
伊

国
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

63
8

−
10

.9
 

68
1,

75
1 

64
−

47
.1

 
48

,9
23

 
1,

29
6

−
8.

6 
83

8,
62

1 
そ

の
他

23
−

50
.0

 
8,

44
4 

44
2

16
.0

 
30

6,
71

8 
1,

00
6

30
.3

 
63

9,
14

6 
（

注
） 

 財
務

省
貿

易
統

計
（

全
国

分
＞

品
別

国
別

表
＞

輸
入

＞
月

次
）に

よ
る

。（
20

20
年

3月
よ

り
年

月
表

記
を

財
務

省
貿

易
統

計
デ

ー
タ

に
準

じ
て

西
暦

記
載

）

（
10
月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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資料小麦加工食品の輸入の推移



区 分
年 月

レ
ー

ト
小

麦
粉

、小
麦（

ひ
き

割
、ミ

ー
ル

、ペ
レ

ッ
ト

）
小

麦
グ

ル
テ

ン
小

麦
粉

調
製

品
ケ

ー
キ

ミ
ッ

ク
ス

マ
カ

ロ
ニ

、
ス

パ
ゲ

ッ
テ

ィ

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

数
　

量
前

　
年

増
減

率
金

　
額

20
16

10
9

3,
13

9 
9.

4 
33

3,
21

9 
20

,5
01

 
3.

6 
4,

28
9,

79
3 

91
,3

97
 

−
3.

2 
17

,8
91

,3
75

 
4,

44
1 

−
10

.2
 

62
7,

60
1 

14
5,

02
1 

9.
9 

18
,5

79
,6

02
 

20
17

11
2

3,
49

8 
11

.4
 

37
0,

88
5 

22
,1

27
 

7.
9 

4,
83

0,
02

1 
91

,8
82

 
0.

5 
19

,8
82

,6
65

 
4,

71
3 

6.
1 

65
7,

55
7 

14
9,

68
9 

3.
7 

18
,4

69
,3

06
 

20
18

11
1

3,
51

1 
0.

4 
39

3,
62

0 
23

,5
05

 
6.

2 
5,

35
0,

60
0 

83
,4

06
 

−
9.

2 
18

,4
18

,5
66

 
5,

18
7 

10
.1

 
64

9,
19

3 
13

8,
49

3 
−

7.
5 

16
,6

14
,1

09
 

20
19

10
9

3,
91

3 
11

.4
 

40
4,

98
1 

19
,8

77
 

−
15

.4
 

4,
36

2,
53

5 
82

,1
55

 
−

1.
5 

17
,7

05
,7

76
 

4,
88

9 
−

5.
7 

62
1,

30
3 

14
6,

18
9 

5.
6 

16
,3

98
,7

83
 

20
20

10
7

3,
61

5 
−

7.
6 

37
7,

01
8 

20
,6

90
 

4.
1 

4,
38

9,
31

5 
83

,9
54

 
2.

2 
17

,5
46

,6
75

 
4,

35
3 

−
11

.0
 

64
4,

37
8 

18
0,

95
6 

23
.8

 
20

,1
49

,8
26

 
20

21
10

9
3,

39
4 

−
6.

1 
40

6,
04

1 
22

,2
68

 
7.

6 
5,

05
0,

53
1 

79
,5

46
 

−
5.

3 
18

,8
51

,9
92

 
4,

13
6 

−
5.

0 
67

2,
25

9 
14

1,
01

6 
−

22
.1

 
17

,4
52

,8
34

 
20

22
13

1
4,

17
9 

23
.1

 
61

7,
17

8 
22

,2
77

 
0.

0 
6,

99
7,

57
7 

77
,0

40
 

−
3.

1 
23

,9
51

,7
02

 
4,

02
3 

−
2.

7 
91

3,
95

6 
15

2,
44

0 
8.

1 
25

,6
54

,0
37

 
20

23
14

0
4,

29
6 

2.
8 

70
2,

50
9 

21
,9

34
 

−
1.

5 
10

,1
02

,2
73

 
68

,8
47

 
−

10
.6

 
24

,3
72

,8
55

 
2,

52
5 

−
37

.2
 

52
7,

53
0 

14
6,

29
9 

−
4.

0 
28

,7
26

,4
86

 
20

24
15

1
4,

20
4 

−
2.

1 
70

6,
96

5 
16

,8
19

 
−

23
.3

 
7,

02
0,

35
1 

65
,2

76
 

−
5.

2 
25

,4
77

,9
98

 
3,

38
0 

33
.9

 
71

4,
61

3 
15

8,
13

1 
8.

1 
31

,1
97

,9
89

 
20

25
年

1月
15

7
30

7 
46

.2
 

53
,4

82
 

2,
00

7 
16

.0
 

76
3,

32
6 

5,
69

0 
29

.7
 

2,
46

7,
04

0 
34

2 
−

50
.8

 
67

,7
76

 
12

,0
17

 
69

.6
 

2,
43

0,
77

5 
2

15
5

35
5 

18
.3

 
52

,5
82

 
1,

72
4 

65
.5

 
61

3,
95

3 
5,

22
2 

−
1.

9 
2,

10
7,

67
1 

10
8 

9.
6 

29
,9

85
 

12
,7

22
 

41
.1

 
2,

47
9,

10
6 

3
15

0
31

0 
−

11
.9

 
49

,3
54

 
1,

59
3 

60
.4

 
59

8,
00

5 
5,

51
0 

−
10

.9
 

1,
96

1,
28

8 
24

9 
34

.7
 

54
,0

25
 

7,
68

6 
−

29
.6

 
1,

46
6,

61
8 

4
14

8
52

8 
30

.1
 

81
,8

74
 

2,
55

1 
11

6.
6 

79
1,

18
4 

5,
61

5 
2.

5 
2,

41
1,

07
0 

33
1 

17
.1

 
56

,8
83

 
15

,4
81

 
12

.7
 

2,
86

5,
29

3 
5

14
4

35
5 

12
.3

 
53

,0
97

 
2,

26
3 

56
.0

 
76

5,
52

9 
5,

33
6 

−
2.

5 
2,

13
1,

60
9 

22
3 

−
37

.5
 

55
,5

84
 

12
,7

53
 

−
18

.5
 

2,
50

1,
22

0 
6

14
4

23
9 

−
53
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リ
ピ

ン
59

−
19

.2
 

15
,5

98
 

0 
−

10
0.

0 
0 

10
6

7.
1 

64
,7

34
 

ベ
ル

ギ
ー

62
−

40
.0

 
30

,0
25

 
1,

12
6

−
18

.2
 

98
8,

87
2 

ア
ル

ゼ
ン

チ
ン

ス
ペ

イ
ン

4
77

1 
13

1
−

46
.1

 
92

,7
82

 
33

1
−

54
.8

 
15

8,
81

5 
伊

国
0 

−
10

0.
0 

0 
1,

77
0

−
7.

8 
73

7,
64

7 
70

−
50

.4
 

55
,2

11
 

1,
51

9
−

0.
4 

96
6,

30
5 

そ
の

他
24

−
50

.0
 

9,
33

3 
48

4
18

.9
 

32
9,

80
7 

1,
09

1
28

.8
 

70
2,

80
6 

（
注

） 
 財

務
省

貿
易

統
計

（
全

国
分

＞
品

別
国

別
表

＞
輸

入
＞

月
次

）に
よ

る
。（

20
20

年
3月

よ
り

年
月

表
記

を
財

務
省

貿
易

統
計

デ
ー

タ
に

準
じ

て
西

暦
記

載
）

（
11
月
分
）

（
単

位
：

ト
ン

、
金

額
：

千
円

）
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区 分
年 月

レ ー ト

小
麦
粉
、小
麦
（
ひ
き
割
、ミ
ー
ル
、ペ
レ
ッ
ト
）

小
麦
粉
調
製
品
（
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
を
含
む
）

マ
カ
ロ
ニ
お
よ
び
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ

う
ど
ん
お
よ
び
そ
う
め
ん

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
17

11
2

16
7,
60
0

5.
5

7,
23
3,
28
8

2,
56
2

0.
4

1,
19
8,
53
1

53
2

−
3.
2

13
1,
08
9

13
,7
59

1.
9

4,
21
8,
94
3

20
18

11
1

16
3,
64
0

−
2.
4

7,
42
7,
75
8

2,
59
2

1.
2

1,
29
1,
07
3

53
5

0.
6

13
6,
26
3

14
,0
64

2.
2

4,
26
6,
02
6

20
19

10
9

16
8,
32
6

2.
9

8,
27
0,
91
0

2,
88
4

11
.3

1,
32
3,
20
7

53
3

−
0.
4

15
4,
40
1

13
,7
31

−
2.
4

4,
36
3,
67
8

20
20

10
7

16
7,
37
3

−
0.
6

8,
33
7,
88
3

2,
55
5

−
11
.4

1,
14
2,
14
2

57
4

7.
8

16
4,
99
5

12
,8
30

−
6.
6

4,
45
2,
03
6

20
21

10
9

17
4,
69
0

4.
4

10
,0
47
,7
28

3,
50
6

37
.2

1,
45
9,
28
1

69
2

20
.5

18
0,
32
5

12
,2
70

−
4.
4

4,
10
9,
45
1

20
22

13
1

16
5,
28
2

−
5.
4

12
,8
84
,6
83

3,
28
3

−
6.
4

1,
39
3,
95
1

69
7

0.
8

21
0,
42
6

11
,9
90

−
2.
3

4,
19
6,
13
9

20
23

14
0

16
9,
03
5

2.
3

13
,8
33
,4
60

2,
83
3

−
13
.7

1,
28
0,
83
7

45
1

−
35
.4

18
0,
64
8

12
,0
11

0.
2

4,
51
5,
69
3

20
24

15
1

18
0,
32
0

6.
7

15
,4
98
,8
91

4,
87
8

72
.2

1,
93
1,
85
7

42
2

−
6.
3

18
1,
05
9

12
,0
91

0.
7

4,
77
9,
37
6

20
25
年
1月

15
7

12
,2
50

3.
8

1,
02
7,
24
2

29
6

41
.7

11
2,
44
8

20
−
50
.2

7,
52
9

70
1

7.
2

25
4,
87
4

2
15
5

15
,2
43

5.
8

1,
41
1,
16
9

36
5

14
.7

14
0,
46
2

34
21
.5

13
,5
40

1,
02
4

4.
6

40
3,
98
9

3
15
0

18
,1
09

15
.1

1,
51
6,
52
4

53
3

39
.0

17
0,
37
7

48
−
9.
2

18
,8
90

1,
15
8

17
.0

44
1,
87
8

4
14
8

14
,9
86

21
.3

1,
31
5,
61
9

46
5

24
.7

17
5,
44
6

33
19
.4

15
,5
33

1,
08
9

7.
6

43
8,
77
4

5
14
4

15
,7
17

3.
3

1,
32
8,
09
9

52
0

27
.6

17
7,
20
5

31
−
6.
7

13
,8
67

1,
00
4

−
2.
1

39
3,
45
5

6
14
4

15
,3
94

11
.2

1,
32
0,
07
6

43
0

−
17
.8

15
8,
82
3

66
17
5.
3

15
,2
38

1,
20
3

13
.1

48
3,
25
0

7
14
6

13
,8
97

−
7.
4

1,
14
9,
13
3

54
4

−
7.
2

17
1,
81
8

33
−
0.
3

16
,5
79

1,
11
4

15
.4

42
4,
76
0

8
14
8

14
,4
45

0.
1

1,
18
1,
17
0

54
0

11
.3

17
8,
87
7

27
−
28
.7

12
,8
03

98
1

22
.0

39
1,
88
5

9
14
8

15
,1
43

1.
2

1,
29
4,
30
3

48
0

15
.7

17
2,
26
3

44
19
.3

17
,0
22

1,
16
6

1.
5

47
5,
41
1

1
0

1
5
0

1
6
,4
7
9

−
1
0
.4

1
,4
6
3
,3
7
1

6
1
1

1
2
3
.0

2
1
3
,5
7
8

2
6

−
4
4
.7

1
4
,7
0
3

1
,3
1
0

1
2
.7

5
2
0
,7
0
5

1
1

1
5
3

1
6
,8
7
7

3
.9

1
,4
9
6
,5
5
9

6
3
3

1
3
1
.0

2
4
0
,0
8
3

4
8

2
.1

1
5
,2
9
3

1
.3
3
5

1
4
.9

4
9
4
,2
6
0

12
20
25
年
1〜
12
月
計

10
5,
59
6

7.
4

9,
06
7,
86
2

3,
15
3

12
.6

1,
10
6,
57
9

26
5

11
.0

11
1,
17
6

7,
29
3

9.
0

2,
84
0,
98
0

区 分
年 月

レ ー ト

ビ
ス
ケ
ッ
ト
（
ス
イ
ー
ト
）

そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等

イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

数
　
量

前
年
増
減
率

金
　
額

20
17

11
2

77
8

−
39
.8

1,
07
9,
21
1

25
,5
57

−
3.
7

29
,8
38
,3
97

9,
23
5

6.
1

5,
83
7,
26
9

20
18

11
1

89
4

14
.8

1,
26
7,
97
3

26
,4
13

3.
4

31
,0
79
,0
09

9,
88
4

7.
0

6,
25
8,
42
0

20
19

10
9

87
6

−
1.
9

1,
04
9,
93
1

25
,8
05

−
2.
3

30
,5
76
,7
32

9,
07
8

−
8.
1

6,
00
2,
48
5

20
20

10
7

88
1

0.
5

1,
06
8,
88
7

26
,0
96

1.
1

30
,7
74
,1
45

12
,1
06

33
.4

8,
55
6,
59
2

20
21

10
9

1,
05
1

19
.3

1,
56
8,
19
6

31
,8
96

22
.2

39
,9
35
,3
39

12
,0
41

−
0.
5

9,
26
2,
72
2

20
22

13
1

89
0

−
15
.4

1,
62
6,
05
8

35
,0
32

9.
8

46
,6
68
,5
88

12
,6
99

5.
5

10
,0
47
,7
06

20
23

14
0

76
9

−
13
.6

1,
40
9,
56
6

31
,7
30

−
9.
4

43
,7
64
,5
35

11
,5
89

−
8.
7

10
,1
71
,3
78

20
24

15
1

97
4

26
.7

2,
06
3,
00
7

32
,8
03

3.
4

47
,3
65
,1
46

10
,9
51

−
5.
5

10
,4
88
,8
08

20
25
年
1月

15
7

61
−
6.
3

19
9,
17
3

1,
62
5

−
11
.8

2,
43
3,
45
9

48
8

−
20
.6

47
1,
78
1

2
15
5

64
31
.4

13
1,
95
9

2,
56
0

3.
7

3,
79
3,
93
8

74
9

−
16
.9

76
9,
85
8

3
15
0

62
14
.4

12
7,
43
2

2,
69
8

0.
2

3,
87
5,
46
4

93
2

−
10
.8

94
0,
06
1

4
14
8

56
−
12
.3

99
,7
46

2,
62
5

−
3.
2

3,
75
9,
56
3

91
6

−
2.
5

85
4,
06
7

5
14
4

60
5.
8

11
1,
09
1

2,
52
0

−
0.
9

3,
62
7,
76
6

84
2

−
0.
7

81
5,
71
4

6
14
4

91
−
1.
6

13
5,
02
0

2,
74
0

0.
5

3,
90
4,
17
9

86
3

−
3.
8

83
9,
56
0

7
14
6

74
−
2.
2

10
4,
87
9

2,
59
9

−
4.
7

3,
87
2,
26
9

81
3

−
9.
4

79
0,
57
3

8
14
8

48
−
42
.9

79
,9
81

2,
51
3

3.
1

3,
78
8,
73
7

89
1

12
.2

86
5,
06
3

9
14
8

78
−
44
.3

15
8,
35
8

2,
80
2

−
5.
7

4,
47
0,
65
0

89
9

−
6.
4

92
0,
64
2

1
0

1
5
0

7
9

2
.7

1
3
7
,2
0
6

2
,9
8
7

−
7
.1

4
,7
6
1
,1
4
3

9
8
4

5
.2

1
,0
3
8
,0
3
8

1
1

1
5
3

9
7

1
4
.1

2
2
8
,7
9
6

3
,2
3
4

0
.6

5
,3
1
7
,4
6
5

8
6
9

−
7
.1

8
7
9
,5
3
2

12
20
25
年
1〜
12
月
計

46
9

2.
5

90
9,
30
0

17
,3
66

−
2.
5

25
,2
66
,6
38

5,
60
4

−
10
.7

5,
48
1,
60
4

（
注
）　
①
財
務
省
貿
易
統
計
（
全
国
分
＞
品
別
国
別
表
＞
輸
出
＞
月
次
）に
よ
る
（
20
20
年
3月
号
よ
り
年
月
表
記
を
財
務
省
貿
易
統
計
デ
ー
タ
に
準
じ
て
西
暦
記
載
）。

②
そ
の
他
の
ベ
ー
カ
リ
ー
製
品
等
は
、
ス
イ
ー
ト
ビ
ス
ケ
ッ
ト
お
よ
び
米
菓
を
除
く
焼
菓
子
類
並
び
に
ラ
イ
ス
ペ
ー
パ
ー
等
を
い
う
。

小
麦
加
工
食
品
の
輸
出
の
推
移
（
20
25
年
10
・
11
月
分
）

（
単
位
：
ト
ン
、
金
額
：
千
円
）
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資料国際価格の推移

品
　
　
　
　
名

月
年

1
2

3
4

5
6

7
8

9
10

11
12

小
麦

20
18

（
4.
17
）

15
3

（
4.
62
）

17
0

（
4.
79
）

17
6

（
4.
73
）

17
4

（
4,
94
）

18
1

（
5.
00
）

18
4

（
4.
82
）

17
7

（
5.
32
）

19
6

（
4.
80
）

17
6

（
5.
25
）

19
3

（
5.
08
）

18
7

（
5.
28
）

19
4

（
シ
カ
ゴ
・
S
R
W
小
麦
N
o.
2，

�
期
近
も
の
）

20
19

（
5.
11
）

18
8

（
5.
04
）

18
5

（
4.
48
）

16
4

（
4.
60
）

16
9

（
4.
49
）

16
5

（
5.
39
）

19
8

（
5.
08
）

18
7

（
4.
69
）

17
2

（
4.
89
）

18
0

（
5.
07
）

18
6

（
5.
17
）

18
5

（
5.
39
）

19
8

20
20

（
5.
73
）

21
1

（
5.
43
）

19
9

（
5.
12
）

18
8

（
5.
40
）

19
9

（
5.
02
）

18
5

（
5.
05
）

18
6

（
5.
51
）

20
2

（
5.
00
）

18
4

（
5.
38
）

19
8

（
6.
18
）

22
7

（
5.
98
）

22
0

（
6.
00
）

22
0

20
21

（
6.
75
）

24
8

（
6.
58
）

24
2

（
6.
45
）

23
7

（
6.
54
）

24
0

（
6.
84
）

27
0

（
6.
61
）

24
3

（
6.
72
）

24
7

（
7.
61
）

28
0

（
7.
13
）

26
2

（
7.
34
）

27
0

（
8.
27
）

30
4

（
7.
56
）

27
8

20
22

（
7.
42
）

27
3

（
7.
80
）

28
7

（
11
.5
）

42
4

（
11
.0
）

40
3

（
12
.5
）

45
9

（
10
.5
）

38
6

（
7.
81
）

28
7

（
8.
00
）

29
4

（
8.
44
）

31
0

（
8.
62
）

31
7

（
8.
28
）

30
4

（
7.
58
）

27
9

20
23

（
7.
44
）

27
3

（
7.
69
）

28
2

（
7.
02
）

25
8

（
6.
83
）

25
1

（
6.
61
）

24
3

（
6.
62
）

24
3

（
6.
54
）

24
0

（
5.
99
）

22
0

（
6.
04
）

22
2

（
5.
77
）

21
2

（
5.
72
）

21
0

（
6.
29
）

23
1

20
24

（
5.
82
）

21
4

（
5.
67
）

20
8

（
5.
20
）

19
1

（
5.
52
）

20
3

（
6.
66
）

24
5

（
6.
13
）

22
5

（
5.
33
）

19
6

（
5.
28
）

19
4

（
5.
79
）

21
3

（
5.
80
）

21
3

（
5.
37
）

19
7

（
5.
50
）

20
2

20
25

（
5.
47
）

20
1

（
6.
00
）

22
1

（
5.
46
）

20
1

（
5.
42
）

19
9

（
5.
33
）

19
6

（
5.
37
）

19
7

（
5.
39
）

19
8

（
5.
06
）

18
6

（
5.
25
）

19
3

（
4.
99
）

18
3

（
5.
27
）

19
4

（
5.
21
）

19
1

20
26

（
5.
11
）

18
8

と
う

も
ろ

こ
し

20
18

（
3.
48
）

13
7

（
3.
68
）

14
5

（
3.
87
）

15
2

（
3.
86
）

15
2

（
4.
02
）

15
8

（
3.
61
）

14
2

（
3.
30
）

13
0

（
3.
62
）

14
2

（
3.
37
）

13
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
67
）

14
4

（
3.
77
）

14
8

（
シ
カ
ゴ
，
イ
エ
ロ
ー
・

�
コ
ー
ン
N
o.
2，
期
近
も
の
）

20
19

（
3.
71
）

14
6

（
3.
75
）

14
8

（
3.
62
）

14
2

（
3.
63
）

14
3

（
3.
70
）

14
6

（
4.
53
）

17
8

（
4.
41
）

17
4

（
3.
61
）

14
2

（
3.
74
）

14
7

（
3.
93
）

15
5

（
3.
78
）

14
6

（
3.
66
）

14
4

20
20

（
3.
88
）

15
3

（
3.
78
）

14
9

（
3.
70
）

14
6

（
3.
19
）

12
6

（
3.
17
）

12
5

（
3.
29
）

13
0

（
3.
26
）

12
8

（
3.
24
）

12
8

（
3.
66
）

14
4

（
4.
03
）

15
9

（
4.
16
）

16
4

（
4.
24
）

16
7

20
21

（
5.
31
）

20
9

（
5.
52
）

21
7

（
5.
49
）

21
6

（
5.
90
）

23
2

（
7.
27
）

26
7

（
6.
67
）

26
3

（
5.
64
）

22
2

（
5.
64
）

22
2

（
5.
33
）

21
0

（
5.
25
）

20
7

（
5.
76
）

22
7

（
5.
85
）

23
1

20
22

（
5.
96
）

23
5

（
6.
37
）

25
1

（
7.
57
）

29
8

（
7.
90
）

31
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）
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（
注
）　
シ
カ
ゴ
相
場
に
よ
る
月
央
の
終
値
で
あ
る
（
20
25
年
12
月
分
は
12
月
15
日
、
20
26
年
1月
分
は
1月
15
日
）。

国
  際

  価
  格

  の
  推

  移
  （

20
25

年
12

月
・

20
26

年
1月

分
）　
（
単
位
：
ト
ン
当
た
り
ド
ル
、（
　
）内
は
ブ
ッ
シ
ェ
ル
当
た
り
ド
ル
）
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上
表

の
詳

細
は

、
農

林
水

産
省

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

＞
農

産
局

＞
米

（
稲

）・
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・
大

豆
＞

入
札

・
定

例
販

売
情

報
・

輸
入

米
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入
札

関
連

資
料

＞
麦

・
一

般
麦

を
検

索
し

て
輸

入
小

麦
に

該
当

す
る

箇
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を
ご

覧
く

だ
さ

い
。

（
注

2）
：
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メ
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カ

産
S
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に
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い

て
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、
落

札
者

が
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の
た

め
、

別
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達
の

適
正
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に
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い

て
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平
成
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付

け
財

計
第
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づ

く
契

約
に

関
す

る
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報
が

公
表

さ
れ

る
ま

で
の

間
、

落
札

価
格

を
非

公
表

と
す

る
。

�
（

資
料

：
農

林
水

産
省

農
産

局
農

産
政

策
部

貿
易

業
務

課
）

資料 輸入食糧小麦の入札結果の概要

輸
入
食
糧
小
麦
の
入
札
結
果
（
港
湾
諸
経
費
を
除
く
）の
概
要

（
単

位
：

ト
ン

、
円

／
ト

ン
）
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農林水産省大臣官房統計部
令和7年11月28日公表

【調査結果】
1　小　麦（子実用）
（1）　作付面積
作付面積は22万9,500haで、前年産に比べ2,300ha（1％）減少した。

（2）　10a当たり収量
10a当たり収量は445kgで、前年産並みとなった。
これは、主に九州において、湿害等で作柄の悪かった前年産を上回ったものの、北海道に
おいて、高温及び少雨により細麦傾向となり前年産を下回ったためである。
なお、10a当たり平均収量対比は97％となった。

（3）　収穫量
収穫量は102万2,000tで、前年産に比べ7,000t（1％）減少した。

作 物 統 計 調 査
令和7年産麦類（子実用）の作付面積及び収穫量（小麦関係抜粋）

図2　小麦（子実用）の作付面積、10a当たり収量
及び収穫量の推移（全国）

表1　令和7年産小麦（子実用）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量

区 分 作付
面積

10a
当たり
収　量

収穫量
前　年　産　と　の　比　較 （参　考）

作　付　面　積 10a当たり収量 収　穫　量 10ａ当たり
平均収量対比

10ａ当たり
平均収量対　差 対　比 対　差 対　比 対　差 対　比

ha kg t ha ％ kg ％ t ％ ％ kg
全　国 229,500 445 1,022,000 △2,300 99 1 100 △7,000 99 97 458
北海道 133,700 497 664,800 1,700 101 △44 92 △49,400 93 95 525
都府県 95,800 373 356,900 △4,000 96 58 118 42,200 113 101 368

注：1 　「（参考）10a当たり平均収量対比」とは、10a当たり平均収量（前年産を起点とした過去7か年のうち、最高及び最低を除い
た5か年の平均値）に対する当年産の10a当たり収量の比率である（以下同じ。）。

　　2　「△」は負数又は減少したものであることを示す（以下同じ。）。
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図3　令和7年産小麦（子実用）の都道府県別収穫
量及び割合（全国）



【統計表】
1　令和7年産麦類（子実用）の作付面積、10a当たり収量及び収穫量
（1）　小麦

全国農業地域
・

都 道 府 県

作付面積
10a当たり
収 量 収穫量

前　　　年　　　産　　　と　　　の　　　比　　　較 （参　考）

計 田 畑
作　　　付　　　面　　　積 10a当たり

収 量 収　穫　量 10a当たり
平 均 収 量
対 比

10a当たり
平 均 収 量計 田 畑

対　差 対　比 対　差 対　比 対　差 対　比 対　比 対　差 対　比
ha ha ha kg t ha ％ ha ％ ha ％ ％ t ％ ％ kg

全 国  229,500  125,200  104,300  445 1,022,000 △2,300  99 △5,400  96  3,100  103  100 △7,000  99  97  458
（全国農業地域）
北 海 道  133,700  34,400  99,300  497 664,800  1,700  101 △1,800  95  3,500  104  92 △49,400  93  95  525
都 府 県  95,800  90,800  5,030  373 356,900 △4,000  96 △3,600  96 △380  93  118  42,200  113  101  368
東 北  6,530  5,660  874  288 18,800 △280  96 △250  96 △27  97  99 △1,100  94  110  263
北 陸  599  536  63  274 1,640 △8  99  12  102 △20  76  105  60  104  127  215
関 東・東 山  20,900  17,600  3,270  363 75,900 △500  98 △300  98 △230  93  97 △4,200  95  101  358
東 海  17,400  17,100  310  429 74,700 △600  97 △600  97 x x  129  14,800  125  108  398
近 畿  8,850 x x  334 29,600 △350  96 x x x x  116  3,100  112  106  314
中 国  3,050  3,000  54  321 9,800 △150  95 △140  96 △10  84  113  700  108  91  351
四 国  2,580  2,530  43  379 9,770 △420  86 △420  86 △4  91  138  1,560  119  102  372
九 州  35,900  35,500  401  381 136,700 △1,700  95 △1,600  96 △108  79  131  27,200  125  96  398
沖 縄  12 −  12  117 14  2  120 − nc  2  120  82  0  100  89  132

（都道府県）
北 海 道  133,700  34,400  99,300  497 664,800  1,700  101 △1,800  95  3,500  104  92 △49,400  93  95  525
青 森  713  478  235  262 1,870 △34  95 △32  94 △2  99  92 △260  88  106  248
岩 手  3,710  3,290  421  268 9,940 △170  96 △180  95  7  102  108  280  103  121  222
宮 城  1,170  1,150  20  383 4,480 △10  99 △10  99  1  105  86 △750  86  94  407
秋 田  272  259  13  335 911 △38  88 △37  88 △1  93  99 △139  87  116  290
山 形  167  110  57  217 362  31  123  25  129  6  112  105  82  129  92  235
福 島  503  375  128  252 1,270 △48  91 △10  97 △38  77  88 △310  80  103  244
茨 城  4,670  3,290  1,390  302 14,100 △100  98 △60  98 △30  98  95 △1,100  93  101  300
栃 木  2,480  2,310  178  377 9,350 △130  95 △20  99 △110  62  109  320  104  107  352
群 馬  5,130  4,800  338  421 21,600 △170  97 △50  99 △116  74  96 △1,700  93  102  413
埼 玉  5,550  4,720  823  377 20,900  0  100 △70  99  67  109  95 △1,000  95  98  386
千 葉  757  509  248  342 2,590 △50  94 △38  93 △12  95  104 △70  97  109  313
東 京  9 …  9  267 24 △1  90 nc nc △1  90  127  3  114  136  196
神 奈 川  32  8  24  244 78 △6  84 △1  89 △5  83  105 △10  89  98  249
新 潟  193  176  17  276 533  7  104  9  105 △2  89  84 △79  87  108  255
富 山  63  63 −  233 147  2  103  2  103 − nc  115  23  119  127  184
石 川  92  46  46  210 193 △13  88  5  112 △18  72  132  26  116  111  190
福 井  251  251  0  307 771 △4  98 △4  98  0 nc  115  90  113  153  201
山 梨  63  40  23  308 194 △25  72 △21  66 △4  85  107 △59  77  100  309
長 野  2,180  1,940  240  323 7,040 △90  96 △80  96 △13  95  96 △560  93  103  314
岐 阜  3,710  3,710 −  371 13,800  30  101  30  101 x x  125  2,900  127  111  333
静 岡  520  504  16  213 1,110 △104  83 △106  83  2  114  105 △150  88  85  252
愛 知  6,050  5,870  184  579 35,000 △50  99 △80  99  29  119  122  6,100  121  112  518
三 重  7,170  7,060  110  346 24,800 △400  95 △390  95 △11  91  139  6,000  132  102  338
滋 賀  6,810  6,800  7  351 23,900 △220  97 △230  97  0  100  113  2,100  110  105  333
京 都  193  193 −  162 313 △17  92 △17  92  0 nc  104 △15  95  90  181
大 阪  1  1 −  165 1  0  100  0  100 − nc  110 △1  50  118  140
兵 庫  1,670  1,670 −  294 4,910 △120  93 △120  93 − nc  132  920  123  114  259
奈 良  158 x x  267 422  11  107 x x x x  105  49  113  97  275
和 歌 山  16  15  1  269 43  2  114 x x x x  94  3  108  179  150
鳥 取  90  50  40  237 213 △9  91 △4  93 △5  89  83 △71  75  76  313
島 根  71  65  6  155 110 △61  54 △55  54 △6  50  93 △109  50  86  181
岡 山  1,050  1,050  1  432 4,540 △30  97 △30  97  0  100  127  860  123  106  409
広 島  178  175  3  192 342 △70  72 △70  71  0  100  108 △97  78  97  198
山 口  1,660  1,660  4  277 4,590  20  101  30  102  1  133  101  110  102  82  338
徳 島  70  67  3  324 227 △9  89 △9  88  0  100  117  7  103  105  310
香 川  2,190  2,160  25  382 8,370 △360  86 △360  86 △2  93  146  1,690  125  102  373
愛 媛  321  306  15  364 1,170 △52  86 △51  86 △1  94  105 △130  90  96  380
高 知  1  1  0  113 1 △3  25 △2  33 △1  0  100 △4  20  77  146
福 岡  15,500  15,500  15  412 63,900 △900  95 △900  95 △1  94  128  11,100  121  98  422
佐 賀  11,700  11,600  64  395 46,200 △200  98 △300  97  0  100  130  10,000  128  95  414
長 崎  619  512  107  297 1,840 △60  91 △41  93 △19  85  117  120  107  99  301
熊 本  5,190  5,030  153  328 17,000 △250  95 △220  96 △33  82  141  4,400  135  93  354
大 分  2,710  2,680  28  270 7,330 △210  93 △170  94 △45  38  133  1,400  124  86  315
宮 崎  122  100  22  249 304  1  101  3  103 △2  92  209  160  211  118  211
鹿 児 島  63  51  12  125 79 △4  94  4  109 △8  60  112  4  105  69  180
沖 縄  12 −  12  117 14  2  120 − nc  2  120  82  0  100  89  132
注：1　「（参考）10a当たり平均収量対比」とは、10a当たり平均収量（前年産を起点とした過去7か年のうち、最高及び最低を除いた5か年の平均値）に対する当年

産の10a当たり収量の比率である（以下各統計表において同じ。）。
　　2　全国農業地域別（都府県を除く。）の10a当たり平均収量は、各都府県の10a当たり平均収量に当年産の作付面積を乗じて求めた収穫量（平均収穫量）を全国

農業地域別に積上げ、当年産の全国農業地域別作付面積で除して算出している（以下各統計表において同じ。）。
（注）　表中に用いた記号は次のとおりである。
　　　「０」：単位に満たないもの（例：0.4ha→０ha）又は増減がないもの
　　　「－」：事実のないもの
　　　「…」：事実不詳又は調査を欠くもの
　　　「ｘ」：個人又は法人その他の団体に関する秘密を保護するため、統計数値を公表しないもの
　　　「△」：負数又は減少したもの
　　　「nc」：計算不能
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読者の皆様、弊会の機関誌「製粉振興」の内容を、より親しみのもてるものにするため
に、次のような内容の投稿をお待ちしていますので、記事をお寄せ下さい。
また、この本誌の内容の充実を図っていきたいと考えていますので、ご意見等がござ
いましたらお寄せ下さい。
・テーマは、小麦や小麦粉製品についての随想、紹介等と考えていま
すが、小麦と関係のない趣味などの話でも結構です
・投稿者名は実名でも筆名でも結構です
・長さは1,200字程度（1頁）とします　・掲載分には薄謝を進呈します

「
コ
ナ
ち
ゃ
ん
」

（　　　）マスコットの
小麦粉の精

●2026年がスタートしました。製粉振興の新年1月号をお届けさせていただきます。
　昨年11月号から携わっている私にとって、初めて年末年始を跨いでの編集作業とな
りましたが、原稿を執筆くださった方々はじめご協力いただいた皆様には多忙な年末
年始にもかかわらず、ご対応いただき、改めて深く感謝申し上げます。
　さて、新年初号恒例の編集委員会選定による「製粉産業をめぐる2025年10大ニュー
ス」を見ますと、内外をめぐる情勢が不透明さを増している感は否めませんが、解説
の「麦制度改革の30年と全紛協の未来」を見ますと、WTO体制下以降の変革の時代を
行政とともに切磋琢磨しながら再編を進め、また新たな時代を展望して前へ進もうと
する中小製粉業界の姿が描かれています。どのような時代が訪れようとも、今後とも
製粉業界は主要食糧の安定供給の担い手として役割を果たし続けるべく進化し続ける
と改めて感じたところです。また、解説「品種の個性でパン文化は生まれる」では、こ
だわりのパン職人等に再評価されている古い品種を含めた個性あふれる国産小麦の魅
力を、コンパクトに分かりやすくまとめていただいています。そして、解説「いま求めら
れる「大人の食育」では、つい子供中心にイメージしがちな食育ですが、特に、加工・調
理してしか食することのできない小麦粉・関連食品については、それを選択・調理し
て子供たちに提供する大人達への食育がより重要だなと、改めて痛感させられました。
　今後も、製粉関係の皆様に有益な情報の提供に努めてまいりますので、本年もご愛
読賜りますようよろしくお願いいたします。 編集GL

●1月号に原稿を寄せていただいた執筆者の皆様には年末年始の大変忙しい中で原稿
の執筆や校正作業にご協力をいただき誠にありがとうございました。国内外で様々な
出来事が発生し益々先行きが見通しにくい状況ですが、読者の皆様に少しでも有益な
製粉振興となるよう本年も努めてまいりたいと思います。
　午年の令和8年がスタートし、私も駿馬のごとくと言いたいところですが、健康で
日々一歩一歩着実かつ確実に進んでいければと思います。本年もどうぞよろしくお願
いいたします。 編集者Y

●新年あけましておめでとうございます。
　麦畑に新たな芽吹きが訪れるように、製粉業界にとっても新しい1年が始まりまし
た。本年もどうぞよろしくお願いいたします。
　2026年の幕開けとなる本号では、変わりゆく麦制度の中で続く製粉の歴史と未来、
行動変容を促す大人の食育、国産小麦の多様性が支える日本のパン文化など、新年に
ふさわしい明るい展望をお届けすることができました。ご執筆いただいた皆様をはじ
め、関係各位に心より感謝申し上げます。
　冬の寒さの中で踏まれながら、春に向けて力を蓄える麦のように、製粉業もまた
日々の静かな積み重ねの上に成り立っています。小麦を粉にし、食へとつなぐ仕事が、
これからも社会にとって欠かせない存在であり続けることを願い、本年最初の号をお
届けいたします。 編集者K　

─「ソフト＆ハード」（読者の欄）への投稿のお願い─

編集後記 ’22.7 月号 

 

 

●小麦・小麦粉製品の価格高騰の行方がなかなか見えてまいりません。本号では、福

山大学上林教授様に USDA の農業見通しの概要解説と併せてウクライナ侵攻が国際マ

ーケットにもたらしている影響について解説いただきました。 

また、このほど農林水産省が公表した「食料の安定供給に関するリスク検証（2022）」

について農林水産省大臣官房政策課食料安全保障室志度様に解説を寄稿いただきまし

た。様々な要素からなるリスクを視覚化して、分析されており、リスクの全体像がす

っきり頭に収まる想いです。 

例年にない早い梅雨明けでもう十分酷暑を過ごした感覚ですが、まだ夏休みはこれ

からが本番です。新型コロナウイルス感染者はまた連日増加の報道が続いております

が、感染に気を付けつつリフレッシュしたいものです。         編集人 

 

 

●弊会の新年度もはじまりました。新型コロナウイルスの新規感染者がまた増えてき

ている中で、私にも 4 回目の接種券が届いたので、早速接種の手続きをし、感染予防

していきたいと思います。第 58 回製粉教室は 36 名の参加で終了することができまし

た。いろいろ調整いただきました製粉会社の担当の方には厚く御礼申し上げます。ま

た、受講生におかれましては、今後のご活躍を祈念申し上げます。   稲谷久雄 

 

 

●「製粉振興会コナちゃんねる」は既にご視聴いただけておりますでしょうか？子供

たちへの小麦粉のＰＲとしてこれまで「毎日小学生新聞」「Ｎｅｗｓがわかる」に記事

を掲載してきましたが、読んでいただくだけでは無く、動画によって分かりやすく解

説したり、実際に料理を作りながら学んでいただくことを前提に制作しています。６

月に第 4 弾を配信して、これまで「餃子」「うどん」「クッキー」「スパゲッティ」と小

麦粉ならではのメニューとなっているのと、それぞれのテーマからクイズを出題し、

より小麦粉のことを知っていただくような動画となっています。是非チャンネル登録

いただき、小麦粉の普及拡大に活用いただけたらと思いますので、よろしくお願いし

ます！                              編集者Ｓ 

製粉振興会コナちゃんねる  
チャンネル登録お願いします　⇒　
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